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人工水系をめぐる
建築／土木／ランドスケープ建築／土木／ランドスケープ
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特集：

日本建築協会 創立 迎えますは を周年100
since 1917.03.30
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W e  e x a m i n e  i n v i s i b l e  t h i n g s

新たな技術による施工管理 検査システムへの展開～
~Development to Construction Management and Inspection System by New Technology~

～



会 告　日本建築協会

■開催詳細
日　時　2016年10月23日（日）
・パネル展示
　　　　13：00～17：00
・トーク企画
　　　　15：00～17：00
　　　　※予定
会　場　大阪駅・中央口前
　　　　うめきたシップホール 2階
　　　　（ 〒530-0011　大阪市北区

大深町4-1　うめきた広場）
入場料　1,000円
定　員　30名（事前申込制）
申　込　ウェブサイトより申込み
http://u35.aaf.ac/event/form23.htm

■開催趣旨
特定非営利活動法人アートアンドアー
キテクトフェスタ（AAF）主催の『35
歳以下の若手建築家 7組による建築の
展覧会（2016）』が10月14日から同
月30日までの17日間、うめきたシップ
ホールにて開催されます。
会期中、展覧会に合わせて連日、様々
な団体による関連イベント（コンペや
ワークショップ、レクチャーなど）が
予定されておりますが、同世代の展覧
会企画ということもあり、日本建築協
会U-35委員会も企画に参加させて頂く
こととなりました。
これまでのU-35委員会の活動（action、
talk baton）をパネル展示という形で
アウトプットすると共に、トーク企画
として、委員会メンバーによる「組織
で働く設計者のしごと」を、聴講者か
らの自由な質疑応答を交えながらご紹
介します。
同世代の建築家の作品と、U-35委員会
の活動や、メンバーの様々なプロジェ
クトを同時にご覧頂ける企画となって
おりますので、ぜひご参加下さい。

■U-35委員会とは
日本建築協会における「若手設計者を
中心とした協会活性化のための新たな
活動プログラム」として、関西を中心
に活動する組織設計・ゼネコンの概ね
35歳以下（U35）の若手設計者が集
い、2013年 4月より設立された組織で
す。
業種・組織を超えた同世代をつなげる
プラットフォームの創出、U35世代の
多角的な視野の獲得、建築における多
様な価値の社会への発信を活動の目的
としています。
Facebookでもこれまでの活動内容をご
紹介しておりますので、ぜひそちらも
ご覧下さい。

◆
U-35委員会facebook

↓　↓　↓
www.facebook.com/U35.aaj

◆
日本建築協会HP
↓　↓　↓

http://www.aaj.or.jp/

U-35委員会
展示企画＆トーク企画
のご案内
◆展示企画
U-35活動紹介
（action、talk baton）
◆トーク企画
「設計者のしごと」
－U35世代の
担当プロジェクトより－

うめきた
SHIP HALL（2F）

会場入口

グランフロント大阪
南館

JR大阪駅

うめきた広場
地下通路

ルクア
JR大阪駅中央北口
2Fアトリウム広場

JR大阪三越伊勢丹
地下通路

連
絡
通
路

■2016年度　U-35委員会メンバー
　伊藤　昭裕（佐藤総合計画）
　榎　恭志郎（大建設計）
　興津　俊宏（竹中工務店）
　小原　信哉（山下設計）
　駒井　陽次（Style Agency/PARK 

Lab.）
　下田　康晴（東畑建築事務所）
　髙畑貴良志（日建設計）
　出来　佑也（昭和設計）
　長島　　薫（東畑建築事務所）
　中村　祐記（大林組）
　西森　史裕（大林組）
　廣富　　純（佐藤総合計画）
　松島　将太（大建設計）
　三谷　帯介（鹿島建設）
　宮武　慎一（安井建築設計事務所）
　森下　大右（昭和設計）
　若江　直生（日建設計）
　和田佳奈美（竹中工務店）

　50音順

■U-35委員会　これまでの活動
・action
1st：「建築と木材」　　2nd：「建築と拡場」　　3rd：「建築と共有」
・talk baton
01：「建築と家具」　　 02：「建築と不動産」　　 03：「建築と庭」　　 04：「建築と地元」　　 05：「建築と農業」
06：「建築と街区」　　 07：「建築とコト」　　　 08：「建築と美容」　 09：「建築と地方」　　 10：「建築とリズム」
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「中堅社員技術講習」は、建設業界にお
いて各企業現場で実務の中心として活
躍している中堅社員に対し、中堅社員
に求められる建築知識を再確認するこ
とにより、建築技術の水準を維持する
ものです。
その内容は多岐にわたりますが、中堅
社員が確実に押さえていなければなら
ない必須事項を中心に開催を計画いた
しました。
また、中堅社員の交流の場としての利
用も考えています。名刺ご持参の上、
ぜひご参加くださいますよう、よろし
くお願い申しあげます。

■内容
１． 建設業の安全管理／広島工業大学
教授　尾野本悟氏

２． 既製杭工事の品質管理／ジャパン
パイル㈱広島支店基礎設計部長　
一柳嘉樹氏

３． 「足場・型枠支保工」の法令上のポ
イント／藤田労働安全コンサルタ
ント事務所所長（元厚生労働技官）

　　藤田伸介氏
４． 建設現場のコンクリート技術／広
島工業大学助教　坂本英輔氏

５．交流会

日　時　2016年10月21日（金）
　　　　9：00～17：45
　　　　受付　8：30～
定　員　60名
受講料　10,000円（含むテキスト代）
　　　　＊消費税を含む
会　場　広島工業大学　広島校舎
　　　　広島市中区中島町5-7
最寄駅　 広電市内電車　袋町または中

電前下車　徒歩 5分
　　　　 広電バス　平和記念公園前下

車　徒歩 3分
締　切　10月 7日（金）
　　　　※ ただし定員に達し次第締め

切ります

■申込方法
①講習会名
②受講券送付先郵便番号・住所
③受講者氏名（フリガナ）
④事業所名
⑤担当責任者
⑥電話番号・FAX番号
⑦ CPDを申請される方は申請先の団体
名と登録番号
⑧ 受講料支払方法（現金書留または銀
行振込と送金予定日）
上記項目を明記しFAXまたは直接支部
へお申し込みください。
受講料は前払い制となっていますので
併せて銀行振込等で納入してください。
受講料入金確認後、受講券をお送りい
たします。
■申込先
（一社）日本建築協会　中国支部
〒730-0805 広島市中区十日市町1-1-9
（相生通り鷹匠ビル 4階 山陽工業㈱内）
TEL：082-232-6471／FAX：082-291-2233

【取扱銀行】
広島銀行本川支店　普通　3424438
シャ）ニホンケンチクキョウカイチュウゴクシブ

（一社）日本建築協会　中国支部

日本建築協会　会 告

日本建築協会中国支部主催

中堅社員技術講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）広島県建築士会（6単位）
（公社）日本建築家協会（6単位）

本川町

十日
市町

平和記念公園

袋町
土谷総合病院
デネブ高

中電前

平和大通

広島校舎

平成28年 3月改正に伴う

『民間（旧四会）連合
協定工事請負契約
約款』の解説講演会

主催： 民間（旧四会）連合協定工事
請負契約約款員会

後援：国土交通省

当協会を含む、わが国の建築関連 7
団体からの推薦委員で構成された民間
（旧四会）連合協定工事請負契約約款
員会（以下　約款委員会）が発行する
「民間（旧四会）連合協定工事請負契約
約款」は、大正12年の「請負規程」か
らすでに92年以上の歴史を持ち、年間
頒布数が15万部を超えるわが国で最も
普及している民間建設工事の工事請負
契約約款です。
当協会は大正12年の発足当初から参画
し、わが国の建設業界の発展に貢献し
てきました。（当初は日本建築協會、日
本建築學會、日本建築士會、建築業協

會の四会で、これを旧四会として名称
を残しています）
約款委員会は平成28年 3月付けで「民
間（旧四会）連合協定工事請負契約約
款」改正版を発行し、改正内容は平成
23年 5月の改正からほぼ 5年ぶりの改
正となりました。
この改正に合わせて約款委員会による
改正約款の解説書が出版され、その内
容についての講習会が開催されます。
建設関連実務者、設計者、工事監理者、
工事請負契約に関する実務者の皆様ぜ
ひご参加ください。

■受講料　いずれも税込
A：受講料＋解説書（ 1冊）9,200円
B：受講料のみ（解説書持参の方）
　　6,200円
講習は解説書にそって行います。必ず
ご準備ください。解説書は10月に発売
予定です（定価3,600円＋消費税）
■申込先
民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款
委員会事務局　http://www.gcccc.jp/
※当協会では受付できません

回数 開催地 日　時 会　場 申込締切日
第 1 回 東京① 2016年10月31日（月）13：30～ 建築会館ホール 2016年10月21日第 2 回 名古屋 2016年11月 2 日（水）13：30～ 愛鉄連厚生年金基金
第 3 回 福岡　 2016年11月 7 日（月）13：30～ 福岡建設会館 2016年10月28日第 4 回 富山　 2016年11月 9 日（水）13：30～ いきいきKAN
第 5 回 大阪　 2016年11月11日（金）13：30～ CIVI研修センター新大阪東 2016年11月 1 日第 6 回 東京② 2016年11月15日（火）13：30～ 建築会館ホール
第 7 回 仙台　 2016年11月22日（火）13：30～ フォレスト仙台 2016年11月11日第 8 回 札幌　 2016年11月25日（金）14：00～ 北海道建設会館
第 9 回 新潟　 2016年11月29日（火）14：00～ 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 2016年11月18日第10回 広島　 2016年12月 2 日（金）14：00～ RCC文化センター
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会 告　日本建築協会

■提出資料

１． 写　真： 外観、内観、ディテール、
模型写真等。（プリントの
場合、サイズはキャビネ
判程度。電子データの場
合、解像度300dpi以上）
5～ 6枚

２． ＣＧ等： パース、コンセプト図等。
（パースの写真撮影等はい
たしかねますので、印刷
原稿となる状態でお願い
します）

３． 説明文： 作品名称以外のページタ
イトルと作品についての
考えを300字程度にまと
めた文章。

４． 概　要： 作品名称、所在地、設計
者、施工者、建築面積、
延床面積、構造規模、工
期など。 

■掲載に際しての補足

１． 応募できる人は、本会会員に限り
ます。

　　 入会は日本建築協会ホームページ
（http://www.aaj.or.jp/）の入会
フォームからお願いします。

２． 写真の撮影者名は必ず付記願いま
す。写真に著作権等が生じる場合
は、応募者にて処理願います。

３． 掲載ページ数は、原則として 1社
（1人） 1頁とします。また、竣工
予定の作品を掲載希望の場合、写
真等の原稿期日は配慮いたします
ので、ご連絡ください。

４． 建物の特徴や特殊な事柄について
は、簡単な補足説明をお願いする
場合があります。

５． 作品の掲載順および誌面レイアウ
トを含む特集全体の構成は、委員
会にて担当いたします。

６． 掲載はモノクロ無料とします。
カラー掲載をご希望の場合は、
30,000円をご負担ください。

■掲載申込締切日および原稿送付先

１．掲載申込締切日：
　　2016年10月20日（木）

２．送付先：（一社）日本建築協会
　　「会員作品特集号」係
　　〒540-6591
　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　OMMビル 7階
　　TEL.06-6946-6981
　　FAX.06-6946-6984
　　E-mail：hensyu＠aaj.or.jp

会員のみなさまの個性あふ
れる作品のご応募をお待ち
しております

会員作品特集号
第23回“私の空間作法”
『建築と社会』
2017年 2月号

作　品　募　集

『建築と社会』 2月号では、会員作品
発表の場として「第23回会員作品
特集号“私の空間作法”」を企画して
おります。
対象は、建築・ランドスケープデザ
イン・インテリアデザイン・まちづ
くり・アート等、空間に関わるすべ
てとし、完成作品、計画案を問いま
せん。
また表現方法は、写真、CG等の別を
問いません。

応募までの
To Do リスト

□ 掲載希望作品を選定

□ 図版データを準備

□ 文字データを準備

・ページタイトル
・応募者名
・所属
・説明文（300字程度）
・文責署名
・概要
　　作品名称
　　所在地もしくは設置場所等
　　施工
　　建築面積もしくは寸法等
　　延床面積
　　構造規模もしくは使用素材等
　　竣工もしくは完成年月日
　　撮影者名
　　その他（協力者等）

□ 上記一式を送付

私 の 空 間 作 法
日本建築協会
会員作品特集
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日本建築協会　会 告

日　時　2016年11月23日（水）
　　　　13：00～17：00過ぎ（予定）
講　師　中村昌生氏
　　　　京都工芸繊維大学名誉教授
見学先　大徳寺　真珠庵
　　　　（京都市北区紫野大徳寺町52）
　　　　大徳寺　聚光院
　　　　（京都市北区紫野大徳寺町58）
集　合　現地（詳細は参加証に掲載）
最寄駅　 京都市営地下鉄「北大路」／京

都市営バス「大徳寺前」
定　員　35名（個人会員最優先）
　　　　※申込多数の場合は先着順
参加費　未定
申　込　詳細は11月号に掲載
　　　　 11月 2日（水）よりお申し込

みを受け付けます。
申込先：（一社）日本建築協会
　　　　（担当：内山）
　　　　TEL：06-6946-6981
　　　　FAX：06-6946-6984
　　　　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

■大徳寺　真珠庵　庭玉軒
一休和尚を開祖とする真珠庵の客殿の
北にある書院通仙院に付属する茶室の
「庭玉軒」は金森宗和の好みと伝えら
れ、躙口のような中潜りを入ると三和
土の土間に飛石の屋内化された内露地
が特徴で、飛石が配され、蹲踞や刀掛
けや天窓もあり、貴人口のような二枚
障子から席に入ります。席は、二畳台
目出炉下座床で、天井は掛込、平、落
天井の三段の複雑な構成ではあります
が、煩わしさは全くなく、品のよいく
つろいだ雰囲気をつくり出しています。

■大徳寺　聚光院　閑隠席・桝床席
今年、創建450年を迎えた聚光院は、
千家の菩提寺でもあり、三千家代々の
墓所でも知られています。
その客殿の東北方の中に茶室「閑隠席」
と「桝床席」があります。

閑隠席は、客殿の北縁側から飛石伝い
に西向きに開く躙口に至ります。軒高
が高い為、低く庇を付けおろしていま
す。三畳下座床の席で、点前座は中柱
を立てた台目構え、利休好みと伝えら
れていますが、利休150年忌節に千家
から寄付された茶室です。その閑隠席
の東に四畳桝床席があります。四畳半
の中の半畳分を踏込式の床の間（桝床）
とし、炉は向切で北側に内法高の低い
貴人口が付いています。三畳の水屋と
ともに文政 7年、表千家 9 代了々斎の
ときに建てられたと考えられます。

いずれの茶室も重要文化財に指定され
た特色のある歴史的な遺構です。今回
も中村昌生先生のお話を聞きながら晩
秋の古都で、侘び寂びの境地をお楽し
み下さい。

＜予告＞
第33回茶室見学会
大徳寺
真珠庵　庭玉軒
と聚光院　閑隠席・
桝床席

（通常非公開）

平成28年10月28日（金）に予定しておりました見学会は諸般の
事情により中止となりました。

第16回学生のための
現場見学会
「MID大阪京橋ビル
新築工事」
中止のお知らせ
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私の空間作法
─会員作品─
京阪電車 中之島線─新
線が拓く中之島新時代─

● 水の都 にぎ
わいのある未
来に向けて

● 東海─TOKAI
オムニバス

● 楽しい福祉 ● 体 感 する
インテリア

● 建築空間が
求める空気
環境（空気
質）

● 建築と水 ●実用レベル
で展開され
る施工管理
のIT化

●第56回
青年技術者

●地域の歴史
資産を活か
したまちづく
り

●第16回
会員作品特集
私の空間作法

●構造家日記
～頭の中を
のぞいてみ
たら～

● 創業110周
年記念特集
NIKKEN 
SEKKEI

● 建築とエコ
技術

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

● 食と建築・
都市

●ホスピタリテ
ィのあるケア
空間

● 太陽光発電 ● 建築と石 ●再生・受け
継ぐ・繋がる

●第57回
青年技術者

●建築ストック
社会の形成
への展望

● LED照明の活
用・将来を考え
る～人・地球へ
の思いやり～

●東京スカイツ
リー

● UR向ヶ丘第一団地スト
ック再生実証試験～ス
トック活用時代の夜明け
第17回　会員作品
の空

● BIMは設計
を変革する
か？

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

●まちなかの
サードプレイス

● 変遷する
の置きど

こ

● ECO～建築
設備が出来る
ECO技術～

● 建築と土 ●鉄道駅に注
目する

●第58回
青年技術者

●火災に強い
建築を考え
る

●コンクリートと
いう素材

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

構造教育と
社会

（税込・送料別途）。

自然災害に
立ち向かう
力を求めて

今、私が思
う『和』

東 海 支 部
特集

第18回　会
員作品“私の
空間作法”

中国市場に
挑む

ZEB　ネット・ゼロ・
エネルギー・ビルを目
指して～低炭素社会
の実現に向けて～

建築と窓 巨大地震に
備える

第59回
青年技術者

超高齢社会
に求められ
る住まい

歴史的建造
物の保存活
用

身のまわり
の 世 界 の
「構造」を探
る

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●東畑建築事務所
創立80周年
U-35のまなざし
脱成長の時代を
考える

“らしくない”
空間
小特集
中之島フェステ
ィバルタワー

東 海 支 部
特集

第19回　会
員作品“私の
空間作法”

コミュニティの
“かたち” －人と
人とのつながり
を再考する－

無駄から見
える節電

第60回
青年技術者

グランフロ
ント大阪

素材として
の建築

建築に携わ
るものに求
められるこ
と

木の街をつ
くる

実験

● ● ●
●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ●エリアマネ
ジメントの
新展開に向
けて

融合する空
間 ～ 新 た
なる試み～

東海支部特集
小特集
「ABENO
REBORN」

第20回　会
員作品“私の
空間作法”

オフィスビル
設備の変遷
とこれから

オフィスの
これから

第61回
青年技術者

建築と時間 省エネ・低
炭素のこれ
までとこれ
から

大阪・上町台地・
あべのハルカス
複雑・高度化する
建築とその技術
について

でっかいもの
はすごいぞ

安井建築設
計事 務 所
90周年

＊ ＊ ＊

＊

＊

＊

＊

＊

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●フォー・オ
ールの時代
に向けて

場をつくる～
プログラムの
挑戦～リノベー
ションのリアル

支 部 復 活
5 5周年記
念 東 海 支
部特集

第21回　会
員作品“私の
空間作法”

あかり・文
化・創造

これからの
学びのかた
ち

第62回
青年技術者

建築の価値 空き家と向
き合う

職人がいなく
なる!!オリンピ
ックと10年後
に備えて

形態にあら
われた構造

『図面』を変え
る～BIMの深化
が誘う建設プロ
セスの変革～

1,230



目
次

05

建築と社会
A r c h i t e c t u r e  a n d  S o c i e t y

10 vol.97　No.1135

2016

特集予告
12
月
号
：
領
域
の
消
失
〜
新
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る
建
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の
領
域（
仮
）

11
月
号
：
構
造
を
支
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人
と
技
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の
つ
な
が
り

今月の表紙

琵琶湖疏水で、蹴上から墨染発電所まで
の間を「鴨川運河」と呼ぶことがある。
かつては運河として舟を通しており、水
運ルートであったという。
その名残のひとつは「鴨川運河」に架か
る人道橋に見ることができる。舟を通す
ために橋が水面から高く持ち上げられて
いるのである。橋は堤のさらに上に架かっ
ているため、階段か斜路をあがって渡る
ことになる。
いくつもある橋はどれもデザインが少し
ずつ異なっている。橋桁部分には六芒星
のレリーフ。（京都市水道局の昔のシンボ
ルマーク）
今は、全ての橋に欄干が取り付けられて
いるが、オリジナルでは欄干がない橋も
いくつかある。
この水力発電所は運用スタートから100年
が経過しているが、いまだ現役である。

（多田正治）

鴨川運河と墨染発電所（1914）

表紙デザイン・撮影　多田正治
　　　　　　　　　　（多田正治アトリエ）

特集：
見えないものを診る
～新たな技術による施工管理・
検査システムへの展開～

【総論】
品質管理に関する新たな技術の展開 ｜　嘉納成男 10

【各論】
１　宇宙線ミューオンによる原子炉、ピラミッドの非破壊調査 ｜　森島邦博 14
２　鉄筋コンクリート造の火害診断に用いる非破壊調査
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　｜　春畑仁一　吉田正友 16
３　木造建築物の非破壊検査手法 ｜　小玉泰義 18
４　新外壁診断システムについて ｜　林　浩貴 20
５　SfMから始まるインフラ工事での活用例
　　～生産性向上はこのツールから始まった～ ｜　杉浦伸哉 22
６　BIMと3Dスキャナ～シンガポールプロジェクトでの活用を通じて～
 ｜　石澤　宰 24
７　住宅の床下点検ロボットの開発 ｜　南川達浩 26
８　非破壊によるコンクリート中の鉄筋探査技術 ｜　下澤和幸 28

【編集後記】 30

連
載

会告 U-35委員会　展示企画＆トーク企画のご案内
中国支部主催中堅社員技術講習会/平成28年 3月改正に伴う
『民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款』の解説講演会 1
第23回“私の空間作法”作品募集 2
＜予告＞第33回茶室見学会大徳寺真珠庵庭玉軒と聚光院閑隠
席・桝床席/第16回学生のための現場見学会「MID大阪京橋
ビル新築工事」中止のお知らせ 3

作品作風 枚方T-SITE 6

gallery 自分らしく ｜　萩森浩美 8

法令コーナー 京都に息づく「ひと」と「まち」の“いのち”を守る
―京都市建築物耐震改修促進計画― ｜　山本昌史 31

再読
関西近代建築
－論考・記事編－

福田晴虔「大学建築教育における総合化と専門化」
 ｜　石田潤一郎 32

建築と社会を
考える

「生きた建築ミュージアム フェスティバル大阪」
という試み ｜　髙岡伸一 34

設備の頁 地下駐車場換気装置用COセンサ制御システム
　　　　　　　　　 ｜　鍋島以宏　有村直人　中山正樹 38

Member’s
Forum

第38回〈プロのノウハウ〉講座『直感で理解する！
構造設計の基本』出版記念講演会 ｜　西　博康 39

information

街を巡る写真展／フィールド・ミュージアム 村井修 半田写
真展 －めぐり逢ひ－／生誕300年 若冲の京都 KYOTOの若冲
／高橋由一から藤島武二まで 日本近代洋画への道 山岡コレ
クションを中心に／マリメッコ展－デザイン、ファブリック、
ライフスタイル／恐竜博2016／動き出す！絵画 ペール北山
の夢－モネ、ゴッホ、ピカソらと大正の若き洋画家たち－／
LIVING & DESIGN 2016／中之島図書館と野口孫市の建築術
－明治の大阪に、ある秀でた建築家がいた 40

新製品レヴュー COOL　鏡面仕上げのフラットな窯業系サイディング
外壁にも、内装にも　　　　　　 ｜　ニチハ株式会社 43

月間の動き 平成28年 8月 44



内部のにぎわいが表出する夜景



枚方T-SITE
建　築　主　株式会社ソウ・ツー（地権者代表）
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店・前田組共同企業体

街のリビングをつくる

大阪と京都の中間点に位置する枚方市駅前に計画された、本を通してライフスタイル
を提案する商業施設である。その街に住む人々が主役となりコミュニティや新しい
価値を生み出す「街のリビング」をつくることで、街文化が空洞化しつつある駅前
地区を活性化させることを目指した。
枚方市駅前に降り立つと、各階に跳ね出されたテラスが印象的で駅前の新たな風景
となっている枚方T-SITEが姿を現す。駅前広場にさし出された居心地のよい「街の
リビング」と、本を通したライフスタイル提案が街にダイレクトに伝わる「透明な
ファサード」、街を眺める「屋上テラス」が融合し、街への共感を生み出すきっかけ
となるようデザインした。
枚方T-SITEの内部に一歩入ると、街のにぎわいを感じながら様々なモノやサービスに
出会い、コミュニケーションが切れ目なく誘発される仕掛けがなされている。各階
ボーダーレスに繋がる回遊性のある平面計画と、吹抜けが少しずつずらしながら
配置される断面計画により、どこにいても各階の空気感を感じることができ、思い
思いの場所でゆっくりと時間を過ごすことができる。
また、駅前の防災拠点ともなりうる安全・安心・快適な建物としての役割も担って
いる。東側コア周辺に波形鋼板耐震壁を集中配置するとともに、西側 2 層吹き
抜け跳出し架構がもつ剛性を付与することで建物全体の偏心を抑え、建築基準法の
1.25倍の耐震性能を実現している。更には、BCP対応として72時間の非常用電源を
備えており、GHPとEHPを各特性に合わせ最適に配置することで、快適性、省エネ
性、エネルギーコスト削減をも達成している。
約40年前の高度成長期に建設された駅前再開発ビルを建て替える「再々開発」プロ
ジェクトでもある枚方T-SITEは、人口減少期における駅前再生の可能性を示すもの
である。

（原田哲夫・宮島照久・牛戸陽治／竹中工務店）

作品作風

本棚に囲まれた「街のリビング」

所 在 地　枚方市岡東町12-2
敷地面積　  2,723.59㎡
建築面積　  2,494.07㎡
延床面積　17,553.44㎡
構造規模　S造・一部SRC造　地下 1階・地上 9階

工　　期　2015年 1月～2016年 2月
最 寄 駅　京阪本線　枚方市駅
撮　　影　中道　淳／ナカサアンドパートナーズ
　　　　　古川泰造／竹中工務店

思い思いにくつろぐことのできる 3階ラウンジ

駅前広場に面して開放的なファサード
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画一的なマンションの間取りを自由な
発想で自分らしく暮らせる空間に再構
築する。それがリノベーションの魅力
の一つです。新築や再販物件では手に
入れる事が出来なかった、“奥の部屋ま
で光や風を届けたい”“孤立している
キッチンを部屋の真ん中に配置したい”
“映画に出てくるような衣裳部屋にした
い”といった小さな世界観を実現して
いく。そうした所作により毎日の生活
は楽しくウキウキするものに変えてい
ける事を、クライアントを通じて日々
実感しています。

一方で「自分らしく」は千差万別です。
生活の動線だったり、趣味の時間だった
り、お気に入りの椅子だったり、歯ブラ
シ一本への思い入れかもしれません。
だからこそ、設計者による一方的なデ
ザインだけでは本来的な「自分らしい」
住処を獲得することはできないと考え
ています。クライアントとの対話を重
ね、会話の端々に見え隠れする家族や
個人の潜在的な固有の欲求を引き出し
ます。それらをクライアントに寄り添
いながら整理をし、糸を紡ぐように丁
寧にかたちに落とし込んでいくことで、
より「自分らしく」暮らせる場所、よ
り居心地の良い場所になると考えます。

すべての過程で、クライアントと「共
に創る」ことを意識し続けることで、
永く愛される空間になります。特殊な
空間は必要ありません。真っ白なシャ
ツのように、ディテールまで極力シン
プルな空間を心がけ、住み始めてから
もライフスタイルに合わせて住まい手
の自由な発想でさらに「自分らしい」
インテリアを楽しめるように。

この「自分らしい」が線となり面と
なった時、住宅業界や建築業界が変
わっていけると信じています。

企画編集：西田佳代（作品作風小委員会）

galleryま
ち　

建
築　

ひ
と

自分らしく

ラ イフスタイルデザイナー

萩森  浩 美

萩森　浩美（はぎもり　ひろみ）
1976年　大阪市生まれ
2000年　 同志社女子大学 英文学科卒

業後カナダへ留学
2001年　 帰国後 メーカーに社長秘書

として入社
2008年　 秘書をしながら、インテリア

の専門学校に通い、インテ
リアコーディネーター取得

2009年　 リノベる株式会社の前身で
ある株式会社esに入社

　　　  　 現在は大阪ショールームの
チーフデザイナーとして数
多くのリノベーションの設
計に携わる。

リノベる　https://renoveru.co.jp

細框の窓／リビングの窓の奥は子供部屋 こだわりのモルタルキッチンは何度も打ち合わせを重ねた

特別な作りのLDKではないが、寸法の一つ一つを理想の生活ができるように設計した

スケルトンは回帰ではなく、自分らしい生活へのスタートとなる

子供たちはリビングでお勉強 シンプルな玄関で丁寧なお出迎え 並べる物まで、イメージを共有していた

before

after
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特集

見えƳいǋƷを診ǔ見えƳいǋƷを診ǔ

～新ƨƳ技術ƴǑǔ施工管理ヷ～新ƨƳ技術ƴǑǔ施工管理ヷ

検査ǷǹテムへƷ展開～検査ǷǹテムへƷ展開～

人間Ƹ太古Ʒ時代ǑǓあǒゆǔ困難Ƴ分᣼ƴ挑戦ƠƯƖƨŵㅻやŴそƷ技術Ƹ頂点を極ǊǔǇưƴ

至ƬƨƱ思わǕǔƕŴǇƩǇƩ挑戦Ƹ続いƯいǔŵ

例えƹŴ宇宙線を利用Ơƨ技術ƳƲŴㅻや᣽子力学Ʒ範׊ǇưƷ技術ƕあǒゆǔ分᣼ƴ使わǕ始ǊǑう

ƱƠƯƓǓŴ施工管理や検査ƴǋ応用さǕǑうƱƠƯいǔŵ

建築現場ƳƲƷ施工ưƸ人員不足Ƹ否ǊƳい実情ƕあǔいǇŴ新ƨƳ画期的Ƴ技術を利用ƠƯ解決を

ǖうƱƠƯいǔŵ׋

ǇƨŴ人ƕ立ƪ入ǔƜƱƷưƖƳい所を調査Ƣǔ技術ƕ進展ƠƯいǔŵ非破壊ŴフDǹǭャナヸŴ

ロボットŴドロヸンƱいƬƨ新ƨƳ技術を駆使ƢǔƜƱƴǑǓŴ人間Ʒ能力ヷ人智を超えƨӳ理的Ƴ

施工管理ヷ検査手法ƕ生ǈ出さǕŴ応用ưƖǔǑうƴƳƬƨŵ

ㅻ回Ʒ特集ưƸŴ非破壊Ŵㄤ次元デヸタƳƲƷ画期的Ƴ技術を施工管理ヷ検査ƴ応用Ơƨ例を取ǓㄥƛŴ

ƜƷ分᣼ƴ関Ƣǔ新ƨƳ技術を紹ㅼƢǔŵ

編集委員／Ӵ田正友

Ƃ総論ƃ

品質管理ƴ関Ƣǔ新ƨƳ技術Ʒ展開 嘉納成男

Ƃ各論ƃ

Ძ：宇宙線ミュヸオンƴǑǔ原子炉ŴピラミッドƷ非破壊調査 森島邦博

Წ：鉄筋コンクリヸト造Ʒ火害診断ƴ用いǔ非破壊調査 春畑仁一ヷӴ田正友

Ჭ：木造建築物Ʒ非破壊検査手法 小玉泰義

Ხ：新外壁診断ǷǹテムƴƭいƯ 林ų浩貴

Ჯ：SfMƔǒ始Ǉǔインフラ工事ưƷ活用例～生産性向ㄥƸƜƷツヸルƔǒ始ǇƬƨ～ 杉浦伸哉

Ჰ：BルMƱフDǹǭャナ～ǷンǬポヸルプロǸェクトưƷ活用を通ơƯ～ 石澤ų宰

Ჱ：住宅Ʒ床ㄦ点検ロボットƷ開発 南川達浩

Ჲ：非破壊ƴǑǔコンクリヸト中Ʒ鉄筋探査技術 ㄦ澤和幸

Ƃ編集後記ƃ

企画：施工材料分科会
東　琢（鴻池組）／木谷在憲（鹿島建設）／桜井和男（竹中工務店）
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はじめに
　検査の意味には、三つがある。一つ目は不

明な「もの」に対して、的確な対応（補修、

補強、使用の可否の決定など）を目的として、

その性質や内部構造を明らかにしようとする

行為（品質調査）である。二つ目は、自らが

造った「もの」についての品質を確認する行

為（品質管理）である。三つ目は、もの造り

の過程で造りつつある「もの」の性質や属性

を常時計測し、品質や生産性を高めるための

適正な施工管理を行うことを目的とした行為

（情報化施工）である。

　ものには様々な性質や挙動が存在する。表

面的な動きについては視覚的な判断がし易い

が、内部構造から起こる性質や挙動を明らか

にすることは難しい。特に建築物や構築物は

その規模が大きく、人間が行けないところや

届かない所は数多くある。狭すぎて手が届か

ない所もある。また、人手を中心とした検査

では膨大な時間や手間が掛かり、諦めてし

まっている検査個所や検査項目もある。

　技術の目覚ましい発展は、この様な検査の

障害を取り除く大きな変革を起こしつつある。

これは単に、検査精度が高まることばかりで

はなく、今まで不可能と考えられてきた事柄、

理論的には可能であっても時間や手間が掛か

るために実用化されなかった事柄についても

検査できるようになりつつある。また、現段

階では、費用も時間も掛かるため、特殊な調

査のみにしか使えない技術であっても、これ

までの技術進歩の速度を見れば、将来これら

が日常の検査にも使える日が来ることは明ら

かである。

　本稿では、最近特に問題になりつつある建

築物の品質に対する検査技術の活用への期待

と、その検査技術を活かす仕組みや体制につ

いて述べる。本特集で示された様々な検査技

術は、既存建築物の調査のみばかりでなく、

将来、工事における日々の品質管理の技術と

して展開が期待できる。

品質確保における検査技術と
その仕組み
　建築工事における各種の品質管理では、目

視や様々な計測機器を用いるが、目視の内容

や計測機器から求められたデータに基づきそ

の対応を図るのは人間である。計測の精度が

如何に高く、また品質を的確に示すデータで

あっても、判断する人間がその扱いを誤れば、

適切な品質管理は出来ない。

　最近の杭問題は、これらの検査データが在

りながら、それを扱う人によって、誤った判

断が為されたり、また簡単に捏造されてしま

う危険性があることを明らかにした。

　「統計的品質管理」と言う言葉がTQCの時

代に持て囃された。この意味は、サンプリン

グで得た標本の強度などの性質を統計的に調

べることによって、全体の母集団の性質を判断

し得ると言う理論に基づいている。この時代

では、建築工事中の部材の一部をサンプリン

グして、全体を推定することが多く行われた。

しかし、今日の検査は、「全数検査による品質

管理」が求められている。多くの工業製品で

は、生産した製品の10万個の中で一つ程度悪

くとも、欠陥品については丁重に取り換えれ

ば良かった。しかし、建築物では取り換えが

出来ない。建築物については100%の品質を

達成することが必要である。建築物には構造

的な安全率が考慮されて設計されているため、

例えば、鉄筋の圧接部分が一か所程度で所定

の強度に達していなくとも建築物全体の耐震

性が損なわれる訳ではないと言う議論もある

が、世の中では、工事前に決めた品質は竣工

時に100%達成されていることを前提として、

建築物を発注・購入が為されている。この様

な世の中の期待に応えるためには、建築生産

においては、「全数検査による品質管理」が必

要となっている。

　全数検査の考え方は、建築生産においてあ

る安全率や統計的品質管理の考え方を大きく

変えるものであり、技術にも大きなパラダイ

ムシフトが要求される。

ITの活用に基づく品質管理
全数検査に基づく管理
　全数検査に対応する品質管理は、工事過程

において「全数の部材について記録を取るこ

と」と誤解している面もある。本来の全数検

査とは、その検査をした時点において検査結

果の適否が客観的な方法で明確に判断されな

ければならない。現在行われている鉄筋の配

筋検査における全数の部材の写真撮影を実施
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しても、それに基づいてその適否が客観的に

判断は為されておらず、単に記録として保存

しているに過ぎない。この様な現場では全

数の配筋について写真を撮影していると胸

を張っている現場は多いが、「品質を達成す

る」ための品質管理の観点から言えば、何ら

意味のないことであり、気休め的な行為に過

ぎない。これは全数検査ではなく、全数記録

であって、配筋が正しく行われていることの

検査にはならない。コンクリート表面に亀裂

等が発生した時点で、コンクリートの中の鉄

筋がどの様になっているかを調べられるとい

う「追証性」や「犯人探しの資料」が確保さ

れているに過ぎない。配筋を担当した作業者

や職長、更には工事管理者に対する「抑止力」

にはなるものの、10年ほどして、担当者は退

職・行方不明、担当企業は倒産の状況では、

「抑止力」にもならない。

　全数について検査を実施し、その時点で品

質を表す客観的な特性値を求め、且つ客観的

な判断方法によって品質の適否が判断されて、

初めて全数検査に基づく品質管理が達成され

ることになる。

目視検査と性善説
　建築工事では、従来から工事管理者の目視

が重視されてきた。日々工事現場を巡回して、

作業の進捗状況を目視確認し、その主要個所

については、チェック項目を整備し、チェッ

クシートに記入して検査の証としてきた。こ

れは、工事の進捗がのんびりとした時代で、

且つ現場に配置される工事管理者の配員数が

十分確保されていた時代にのみ効果がある検

査方法である。このような時代には、巡回も

係員、主任技術者、所長と複数の目で重複し

て目視される体制があった。見落としも上職

によってカバーされて来た。

　今日の如く、工事現場に配員される工事管

理者人数の少ない現場や、長年に亘ってその

企業文化（管理業務文化）に馴染んでいない

派遣社員で多く編成されている現場において

は、この様な目視による検査体制が如何に脆

弱な前提（目視は確実に実施されている、目

視や記入にヒューマンエラーはない、捏造は

ない、など）に立っているかを自覚する必要

がある。前出の杭問題で露呈した如く、検査

結果についての捏造は如何様にも行い得ると

いう検査の仕組みや体制で、建築工事の検査

が従来から行われており、日本特有の「性善

説」に立脚した仕組みとなっている。

　日本では、従来から、使っている人を信用

することから雇用が成り立っている。「年季奉

公、丁稚奉公」などはその典型で、雇用者は

従業員を家族同様に育て、また従業員は成長

して恩を返し、また将来独立を目指して忠臣

を尽くしたものである。この世界には「性善

説」に基づく組織運営がなされて来たと言え

る。ゼネコンは従来、協力業者組織をそれぞ

れの傘下に有し、元請けと下請けは相互に密

接に助け合って来た。また下請けと各作業者

との関係も人間的な繋がりで保たれてきたと

言える。

　しかし、現在、元請けと下請けの関係は、

競争を前提としたビジネス関係に晒されてお

り、また、下請けもその配下の作業者に対し

て面倒を見る様な余裕もなくなっている。景

気が良いときはちやほやされる作業者が、景

気が悪くなると一気に見放されて賃金が低下

してしまう状況にある。

　建設産業では、従来からある産業内の「性

善説」に基づく、仕事の形態が今なお根強く

残っている。実態にはそぐわない「性善説」

は、その弊害を引き起こしつつある。非常に

厳しい状況に置かれた人々に対して、「検査記

録の捏造」を誘う原因を作っているからであ

る。捏造が可能な体制を放置しておくことが

弱い人々を更に苦しめることになる。

組織エラー
　人間は、ヒューマンエラーとともに、組織

エラー 1 ）, 2 ）を引き起こすと言われている。本

来、人間は「誤った行為」と自覚していれば、

それを行うことは稀である。しかし、その行

為が仕事上の事柄であったり、自分が所属し

ている組織のためになる行為であれば、「誤っ

た行為」であっても「正しい行為」と思う

「錯覚」が生じると言われている。様々な品質

不具合についての隠ぺいが、弱小企業に留ま

らず大手ゼネコンにも頻繁に発生しているの

は、組織エラーによる、当人の「錯覚」に起

因している。

　この様な組織エラーを引き起こさないため

には、関係者の倫理教育のみではその効果は

限られている。ヒューマンエラーについて、

「ヒューマンエラーに気を付けなさい」といく

ら教育してもその効果はないのと同じである。

　ヒューマンエラーに対する対策として、事

前対策として「Fool Proof（Fail Proof）」と

事後対策として「Fail Safe」がある。「Fool 

Proof」とは、ヒューマンエラーをしそうに

なっても出来ない仕組みを意味する。例えば、

長方形の蓋の一部の角が削れていると蓋は上

下逆には取り付けられない仕組みなどがある。

「Fail Safe」とは、もし間違っても大事には至

らない仕組みを意味する。例えば、工具にひ

もを付けていれば、誤って落としても、下で

作業をする人には当たらない。作業者はよく

工具を落とす訳ではないが、万が一その様な

ヒューマンエラーがあって地上に落下しても、

大事故にならない様にとの配慮である。

　組織エラーを防ぐために大切な対策は、各

関係者が組織エラーに陥り易いこと、自分で

はそれが「誤った行為」とは気付かない「錯

覚」が生じること、を周知させるとともに、

「誤った行為」が出来ない仕組みや体制を作っ

てあげることである。

　データの記録を書き直す捏造や他現場の

データを転用する捏造が発生した原因は、そ

の個人にあるものの、この行為は明らかに組

織エラーに原因する「錯覚」である。その捏

造した担当者の「不正」を責める前に、その

様な捏造を行い得るような仕組みを放置した

雇用者や発注者が責めを受けるべきものであ

る。

IT活用による品質管理の質の向上
ITによる品質管理体制の革新
　前項で示した如く、品質管理の質を低下さ

せている現状は、日本の建設産業の良き体制

の崩壊に大きく原因する。建設産業の中で、

元請け、下請け、技能労働者が相互に助け

合って、景気の浮き沈みに対応して来た時代

の建設産業を外部から見ると、「仲良しクラブ」

となっていた。これは必ずしも悪いこととは

思わないが、それが建設業界における談合の

素地となっており、また建設単価を高止まり

させる原因になっていると、社会から大きな

バッシングを受けることになった。これに対

する制度改革は、建設業における新たな近代

化を生み出すことにはなったが、その反面、
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様々な仕事の進め方は以前と殆ど変わらず旧

体制に馴染んだ方法として残っており、競争

社会となった建設産業においては無理がある

仕組みが現在なお多く残っている。

　ITによる品質管理の技術は、単なる精度の

向上ばかりでなく、その品質管理における客

観性・追証明性・合理性を高めることによっ

て、ヒューマンエラーや組織エラーが入り込

まない品質を建築に提供する技術となる。

　以下の品質管理においてIT技術が果たす役

割と課題を示す。

（1）目視による検査から客観的な計測へ
　目視による検査は、前項でも述べた如く、

ヒューマンエラーによる見落としや記入ミス

などを排除できなく、また捏造が為されても、

捏造の有無を判別することは殆ど無理である。

このためには、目視に頼った品質管理体制を

改め、客観的な計測装置を活用すべきである。

（2）手計測から自動計測へ
　計測を手計測で行うことは、これもヒュー

マンエラーが生じるとともに、その計測手間

や計測に要する人手が掛かることになる。全

数検査体制を確立するには、計測の遅れは工

程の遅れとなるとともに計測のし忘れなども

発生するため、自動計測の仕組みが是非とも

必要になる。また、作業で使用する工具・機

械や重機に自動的な記録装置を付けることに

よって、より効果的にデータを取得できる。

（3） 検査記録のデジタル媒体での保存と客観
的な品質判断

　計測装置で取得したデータは、作業中にも

確認する必要があるため、プリンターにグラ

フを表示したりするが、この様な紙媒体はコ

ピーや改竄が容易であるため、デジタル情報

として記録は保存するべきである。また、デ

ジタル情報として保存された計測データは、

客観的な解析方法（認定されている方法、ま

たは開示されている方法）を用いて、その品

質適合の有無を判断するべきである。

（4） 品質データ及び判断結果について、理解
し易い視覚的な情報開示

　最近の各種作業の結果を判定する技術は次

第に高度になり、その解析結果は、高度な技

術レベルが無ければ理解出来なくなりつつあ

る。また、専門分化が進み、工事管理者や工

事監理者の理解の範囲を超えつつある分野も

ある。この様な状況について、判断結果につ

いての「承認」や「確認」行為を適切に実施

するためには、その内容を理解しやすくする

仕組み（例えば、見える化の考え方、 3次元

表示、カラー表示）を導入する必要がある。

（5）品質データと品質判断結果の保存
　言うまでもなく、取得したデータ及び解析

結果は、検索可能な仕組みで永久に（少なく

とも建物が存続する間）保存する必要がある。

これは所謂、品質の家歴書になる。この様な

データには二つの問題がある。

　一つは、データが後に修正・変更されない

様にタイムスタンプを押すことが必要という

ことである。これは、現在、様々な機関がそ

の認証を行っているが、運用面では面倒なも

のである。次の問題は、保存媒体の耐用年数

の問題である。建築物は法定耐用年数が60年

と長く、この年数の長さで使用できたデジタ

ル媒体はない。コンピュータが民間市場にお

いて普及したのは、1970年ごろであるため、

まだ保存媒体が経験していない耐用年数であ

るとともに、これまであった、磁気テープ、

フロッピーディスク、光ディスクなどは10－

20年の年月を経ると、情報を取り出す機器は

販売されなくなっている現状にある。現在あ

るCD-ROM、DVD、USBなども、今後何年間

それを読み出す装置が市販されているかは不

明である。また、デジタル媒体そのものの物

理的寿命も10－15年と言われており、ある一

定期間ごとにデジタル媒体を移し替える必要

もある。

BIMモデルと品質データの自動照合
　最近、建築産業において本格的な動きとな

りつつあるBIMは、品質管理に対しても 3次

元的な情報としてそのデータを取得し、 3次

元空間上において建築物の品質を云々するこ

とが要求されつつある。

　BIMにおいては、造るべき建築物の形状や

寸法が 3次元CADモデルとして 3次元的に

明示される。品質管理とは、本来、設計図書

に示された目標とする性能に対して、造られ

たものの性能がどの程度適合しているかを調

べることであり、設計図書と出来形の照合に

よってなされるべきものである。しかし、従

来の設計図書の記述方法を踏襲している場合、

仕様としての品質は、仕様書の文言としてで

あったり、表による表示となっており、現場

で取得した品質データと自動照合が出来ない

場合が殆どである。

　図 1は、 3次元スキャナーを用いて配筋状
態を 3 次元点群モデルとして把握したもので

あり、鉄筋一本一本を正確に識別することが

出来ている。しかし、設計図書においては、

a．配筋の状況 b．配筋のスライス図 c．配筋の断面図

図 1　3次元スキャナーによる配筋状況の計測
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これに対応する鉄筋の配置を正確に図面化し

たものはないのが通常である。このため、鉄

筋の３次元モデルが無ければ、 3次元スキャ

ナーによる品質情報も十分な品質管理に結び

つかない。

　図 2は、コンクリート壁面の凹凸を濃淡で
表したコンター図であり、壁面を構成する型

枠板の切れ目も正確にデータ化されている。

しかし、通常BIMモデルの壁部材には、その

属性として許容凹凸の値は入っていない。も

し、属性として許容値が入っていれば、各部

屋の壁面の凹凸を計測して、コンクリート壁

の品質管理をBIMモデルとの自動照合によっ

て容易に行うことも可能になる。

　設計図書で仕様書の文言として品質が示さ

れている場合は、現場の出来形からの品質

データは 3次元モデルの属性として得られて

も、これらを自動的に照合してその適否を求

めることは出来ない。これを行うには、技術

者が計測したデータが仕様書の文言に適合し

ているかを読み込み、データの値と比較する

しかない。

　今後、品質管理におけるITによる品質デー

タが得られる様になれば、それに対応した要

求品質の設計図書への表現の方法についても

再検討して、この両者が自動照合できる道を

造る努力が必要になる。

おわりに
　品質管理においては、その結果が客観的で

且つ公正なものでなければならない。検査す

る担当者が造る側であると、組織エラーが誘

発され、時に造り手に有利な結果に誘導や捏

造がなされる危険性がある。このため、検査

する担当者の公平性に対する自覚が特に必要

とされる。

　この様な品質に関する捏造などが発覚する

と、必ず起こる議論が、「第三者機関による検

査体制」である。第三者であれば、誘導や捏

造への誘惑はなくなるため、公平な検査体制

が約束されると言う議論である。しかし、工

事に直接携わらない者が、工事中に品質デー

タを集め解析することによる工程進捗の遅延

などの悪影響は非常に大きい。「あなたは造

る人、私は検査する人」と言う歪んだ体制を

建築現場に持ち込むことは、造り手の品質達

成意欲を益々低下させる。屋上屋を架す品質

管理体制ではなく、造り手が品質に責任をも

つことが出来る品質管理技術を、ITの利用に

よって達成することが必要である。

　IT技術による客観性・信頼性のある品質管

理体制が確立できない場合は、「第三者機関に

よる検査体制」導入の議論も、議論の俎上に

挙げざるを得なくなる。

（かのう　なるお）

註
1） 黒田勲・石橋明：ヒューマンファクター　災害ゼロに向
けて新たな展開を、中央労働災害防止協会、1999

2 ） 佐藤俊輔、嘉納成男：建築生産における品質確保に関す
る研究、人的要因から見る不具合発生の考察、大会梗概
集、日本建築学会、2008.08

a．壁の凹凸の状況（その 1） b．壁の凹凸の状況（その 2）

c．天井の凹凸の状況

図 2　3次元スキャナーによるコンクリート壁面の凹凸の計測
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はじめに
　私は、宇宙線中に含まれるミューオンと呼

ばれる素粒子を利用した新しい非破壊イメー

ジング技術「宇宙線ミューオンラジオグラ

フィ」の開発を進めている。この技術は、火

山や原子炉、ピラミッドなどＸ線検査技術で

は不可能な大きさの物体内部の非破壊調査を

可能にする。私は、原子核乾板と呼ぶフィル

ム型の宇宙線観測装置を用いた技術開発を進

めており、最近では、福島第一原子力発電所

やピラミッドなどの観測を行ってきた。本稿

では、本技術とこれまでに得られた成果、新

しい分野への応用の展望について紹介する。

宇宙線イメージング
宇宙線
　地球上には宇宙線と呼ばれる高いエネル

ギーの放射線（素粒子や原子核など）が常に

降り注いでいる。宇宙線は目にも見えず感じ

ることもないため、我々は普段気にする事も

なく生活をしているが、この宇宙線中に含ま

れるミューオンと呼ばれる素粒子を活用する

ことでこれまでにない新しい非破壊調査が可

能になる。宇宙線ミューオンは、宇宙の高エ

ネルギー現象により加速された陽子などが地

球を覆う大気にあらゆる方向から侵入・衝突

する事により発生する。ミューオンは高い透過

力と直進性を持ち、図 1に示すように、Ｘ線
よりも遥かに厚い物質を透過する事ができる。

人体
1cm 10cm

X線 未開拓領域
宇宙線（ミューオン）

1m 10m 100m 1km 10km
工業製品 人工構造物 ピラミッド 火山

図 1
物体の大きさとX線・ミューオンが透過出来る厚さ。厚さ1m
以上は未開拓な領域が広がっている。

原理
　宇宙線ミューオンを測定する装置を観測対

象の周囲に設置し、観測対象を通過してくる

ミューオンを計測する事によりイメージング

を行う。ミューオンは、より厚い物質、また

はより重い物質を通過するほどその透過率が

低くなるため、測定される数も少なくなる。

つまり、測定したミューオンの数の方向分布

の濃淡から観測対象のミューオン通過経路中

に存在する物質の積算量が推定出来る。この

ようなＸ線撮影と同様の原理により、厚い物

体の内部をイメージングする事が出来る。

原子核乾板
　私達は、宇宙線ミューオンを観測可能な超

高感度写真フィルム「原子核乾板」の開発と

その実用化を進めている（図 2）。原子核乾板
は、175ミクロンの透明なプラスチックベース

の両面に直径0.2ミクロンの臭化銀結晶を高い

密度で分散した厚さ数十ミクロンのゼラチン

層を塗布した構造をしている。ミューオンが

臭化銀結晶を通過すると、その痕跡が結晶表

面に潜像核として記録される。写真現像によ

り潜像核は直径約 1ミクロンの銀粒子へと成

長し、ミューオンの軌跡は銀粒子の 3次元的

な点列として記録される。この軌跡を私達の

研究室で独自開発した高速光学顕微鏡システ

ムにより読み取りデータ化することでミュー

オンによる透過イメージを得る事が出来る。

　原子核乾板は、薄いフィルム状であり電源

不要、また容易に大型化可能である。これら

の特徴は、屋内外問わず巨大な対象を観測す

る宇宙線ミューオンラジオグラフィの検出器

として非常に適している。

（a） （b）
乳剤層（60ミクロン）

乳剤層（60ミクロン）

3次元軌跡

写真現像

ゼラチン層
臭化銀結晶 潜像核 銀粒子

100ミクロン

透明なプラスチック
ベース（175ミクロン）

（c）

（e）

（d）

図 2
原子核乾板（a）写真、（b）断面図、（c）ミューオンが通過す
ると潜像（臭化銀結晶上の黒い点）が記録される、（d）写真
現像により潜像核が成長した銀粒子の列、(e)ミューオンの軌
跡（横方向に直進）に沿って並んだ現像後の銀粒子列の光学
顕微鏡画像。

実施例
　これまでに実施してきた福島第一原子力発

電所の原子炉とエジプトのピラミッドの調査

について紹介する。

福島第一原子力発電所の原子炉調査
　2011年 3月11日に起きた東日本大震災によ

り炉心溶融が起きたとされる福島第一原子力

発電所・ 2号機の原子炉内部調査を（株）東

芝と共同で実施した。この調査では、炉心溶

融が疑われていた 2号機と同型であり健全な

5号機を同時に観測して比較を行った。私た

各　論

1

宇宙線ミューオンに
よる原子炉、
ピラミッドの
非破壊調査

森島邦博

名古屋大学
特任助教

森島邦博
1980年生まれ　愛知県出身
2002年　名古屋大学理学部物理学科卒業
2004年　名古屋大学理学研究科素粒子宇宙
物理学専攻修士課程修了
2010年　名古屋大学理学研究科素粒子宇宙
物理学専攻博士課程修了
2010年　名古屋大学研究員
2014年　名古屋大学特任助教
現在に至る

実験観測による宇宙線の研究とその応用（宇
宙線ミューオンラジオグラフィ）を進めてい
る。
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ちが用いる原子核乾板は、先に述べたように

電源不要で軽量、コンパクトであるため、人

力により原子炉建屋に隣接するタービン建屋

の廊下に運び込み至近距離からの観測を実現

出来た。装置の大きさは、縦横約50cm、高さ

約 1mで約 3か月間の観測を行った。この 2

号機と 5号機の比較分析により、 2号機の炉

心溶融を裏付ける結果を初めて得た（図 3）。
更に、数値解析によりその炉心溶融の程度を

70%以上と見積もった。得られた2号機の結果

は、廃炉工程の策定に資する情報として活用

されている。

原子炉の断面図

燃料プール
圧力容器
内構造物

炉心

炉心領域

格納容器

格納容器

物質量が
小さい

物質量が
大きい

圧力容器

圧力容器

30m

2号機

5号機

20m

30m

20m

図 3
福島第一原子力発電所の原子炉の断面図（上）と 2号機（中）
および 5号機（下）の宇宙線ミューオンイメージ。 5号機の
イメージの下のグレースケールが示すように色が濃いほど多
くの物質が存在しており、 5号機と 2号機で炉心領域の様子
が異なる事が分かる。健全な 5号機は炉心燃料と水が入って
おり、それと比較して物質が少ない 2号機は炉心溶融が起き
ていた事を表している。

エジプトのピラミッド調査
2015年から世界最大のピラミッドであるエ

ジプトのクフ王のピラミッド等を対象とした

最新の考古学遺跡調査（SCAN PYRAMIDS 

Project）をエジプト考古省、カイロ大学等と

の共同研究で進めている。2016年には、高さ

100mを誇る巨大遺跡である屈折ピラミッドの

内部にある既知の空間を対象としたイメージ

ングに初めて成功した（図 4）。屈折ピラミッ
ドは非公開のピラミッドであり、電源設備も

なく内部へと繋がる通路の幅も縦横約 1mと

非常に狭い。このような環境での観測実施に

も、原子核乾板の特徴が生かされた。また、

図 4（c）に示すようにアルミ板に固定した原
子核乾板を広く敷き詰めて展開することで 3

㎡程度の有効面積の装置を実現した。これに

より、屈折ピラミッド内部のように100mの

石灰岩に囲まれた空間でも十分な数のミュー

オンを得る事が出来た。この技術実証により、

クフ王のピラミッド内部への装置の設置許可

が下り、現在、原子核乾板を設置して宇宙線

観測を進めている。

今後の展望とまとめ
　今後は、建築物などの人工構造物の非破壊

検査技術への応用を進めていきたい。例えば、

老朽化検査技術として、橋梁などの鉄筋コン

クリート構造体内部の精密なイメージングが

考えられる。また、宇宙線ミューオンラジオ

グラフィは内部構造をイメージングするだけ

ではなく、外部形状が既知の場合には内部の

平均密度を求めることが出来る。これは、盛

土やダムなどの巨大構造物の内部密度測定へ

の応用が可能で、新しい調査手法となり得る。

さらに、住環境や建設現場などで未知の地下

空洞が原因となる地盤沈下事故を未然に防ぐ

ための地下空洞調査への応用も検討している。

宇宙線は上空から降り注ぐために装置よりも

下の位置の空洞は観測出来ない。そのため、

空洞よりも深い位置に装置を設置する必要が

ある。原子核乾板はフィルムであるためにサ

イズは自在であり電源も必要ないため、ボー

リング孔に挿入して地下深部に設置する事が

可能であり、実用化可能な技術であると考え

ている。

　このように、原子炉やピラミッドの他にも

様々な人工構造物や地下空洞などの非破壊調

査への応用が可能であり、さらに巨大な対象

としての火山も含めた多種多様な観測対象に

適した宇宙線ミューオンラジオグラフィ技術

の開発を積極的に進めていきたい。

（もりしま　くにひろ）

図 4（a）屈折ピラミッドの外観

（a）（a）

図 4（b）ピラミッドの内部構造の3Dモデル
2つの玄室とそれらをつなぐ通路や落とし戸など複雑な構造
を持つ。下部の玄室に検出器を設置して観測を行った。

（b）

上部の玄室
落とし戸

原子核乾板

10m

装置を設置した玄室

上部の玄室
落とし戸

原子核乾板
装置を設置した玄室

10m

（b）

図 4（c）原子核乾板設置の様子
写真手前に敷き詰められているアルミ板の中に原子核乾板を
挟み込んで固定している。

図 4（d）屈折ピラミッドの宇宙線ミューオンイメージ
真上方向に対して±45度の範囲を示し、色が濃いほど宇宙線
が多く検出された方向を表す。点線の円で囲んだ領域に（b）
に示す上部の玄室をはっきりと捉えた。

（d）
上部の玄室のイメージ

±
45
度

±45度

（c）（c）



特
集

見
え
な
い
も
の
を
診
る
〜
新
た
な
技
術
に
よ
る
施
工
管
理
・
検
査
シ
ス
テ
ム
へ
の
展
開
〜

16 建築と社会　 2016.10

はじめに
　建物には地震や火災、またはその他さまざ

まな災害などから人間の生命を守る役割があ

る。このうち、建物内において火災が発生し

た場合は、その熱や炎または煙などから人命

を保護することが求められている。一方で、

被災後には建物を構成している構造部材、内

外装材料や設備に至る部材が、火炎や熱、発

生する煙などによって被害を受ける。これら

を火害と呼んでいるが、火害は内外装材や防

火設備のみの軽微な場合もあれば、構造部材

にまで及ぶ甚大な場合もある。鉄筋コンク

リート造、鉄骨鉄筋コンクリート造（ここで

は、鉄骨鉄筋コンクリート造も含めて、RC造

と記す）および鉄骨造（以下、S造と記す）の

建物は、基本的には耐火性を有する構造部材

や不燃性を備えた材料によって構成されてい

るので、建物の取り壊しに至るような場合は

少ないが、火害を受けた建物を再利用しよう

とした場合、構造部材の火害の劣化状態を正

確かつ迅速に知ることが重要となる。

　ここでは、構造部材の火害劣化範囲および

劣化深さを正確かつ早急に診断する方法につ

いて、日本建築学会によって発刊された「建

物の火害診断および補修補強方法指針・同解

説」1 ）（以下、指針と記す）に取り上げられて

いるRC造の火害調査の方法の一部とそこで使

用される非破壊試験方法を紹介する。

指針による火害調査・診断の概要
　指針では、図 1に示す手順によって火害調
査・診断を実施することになっている。

火害調査・診断 

火害調査 

予備調査 

一次調査 

火害診断 
（調査結果に基づく火害等級、被災度の判定） 

二次調査 

補修・補強 

図 1　火害調査・診断の手順

　火害調査は、対象とする建物の構造仕様と

防耐火性能および発生した火災の概要に関す

る情報を収集する「予備調査」、これらの情報

を基に、現地で建物の被災状況を目視観察等

によって把握する「一次調査」、必要に応じ

て現場の部材から試料を採取して、部材の性

能低下などの確認を目的に試験・分析を行う

「二次調査」の順に実施している。これらの調

査結果に基づき、部材の火害等級を推定して

建物の被災度を判定し、被災した部材の再利

用の可否を判断する。

　火害調査・診断では、現地にて建物の被災

状況を目視観察等によって把握する「一次調

査」において非破壊試験を用いる。例えば、

目視観察でおおよその火害劣化範囲を定性的

に限定した後、非破壊試験によってその範囲

を定量的に判定する。

　指針内の一次調査において、示されている

非破壊試験を以下に述べる。

指針による非破壊試験方法の紹介
目視観察
　目視観察は、調査者の目により主観的に部

材の損傷を把握する方法である。本方法では

火害の影響によって生じたコンクリートの変

色、ひび割れの有無（写真 1）、大きさおよび
深さや鉄筋の露出状態などを観察する。

　指針では、コンクリート表面の変色状況と

推定される受熱温度の関係について表 1のよ
うに示されている。さらにコンクリート表面

を打撃棒などで打音することにより、発生す

る音の違いによって、浮きや剥離の有無、爆

裂や脱落の有無を把握することも可能である。

写真 1　火害の影響によるひび割れ

変色状況 推定受熱温度（℃）
煤が付着 300未満
ピンク色 300以上，600未満
灰白色 600以上，950未満
淡黄色 950以上，1200未満
表 1　コンクリート表面の変色状況と推定受熱温度

各　論

2

鉄筋コンクリート造の
火害診断に用いる
非破壊調査

春畑仁一
一般財団法人 日本建築総合試験所

試験研究センター
構造部 耐震耐久性調査室 主査

吉田正友
大阪工業大学　八幡工学実験場
特任教授、博士（工学）

春畑仁一
1995年大阪市立都島工業高等学校建築科を卒
業し、（財）日本建築総合試験所に入所。就業
しながら2008年に大阪工業大学工学部建築学
科を卒業。構造、工事用材料、防耐火等の試
験・研究業務を経て2012年より火害調診断業
務に携わり現在に至る。「建物の火害診断およ
び補修・補強方法 指針・同解説」（日本建築学
会、共著）を執筆。2016年日本コンクリート
工学会近畿支部 奨励賞受賞。

吉田正友
1972年大阪大学工学部建築学科卒業、1975年大
阪大学大学院工学研究科建築工学専攻修了後、日
本鋼管（株）（現・JFE ホールディングス（株））
にて建材開発に従事。1982年（財）日本建築総
合試験所に入所。耐火防火試験室長、建築物理部
長として、建築の防耐火性能に関する試験・研
究・性能評価に従事。2013年大阪工業大学客員
教授、2014 年より現職。日本建築学会火害診断
補修小委員会主査など各種委員を歴任。日本火災
学会賞、日本鋼構造協会業績賞などを受賞。「建
物の火害診断および補修・補強方法 指針・同解
説」（日本建築学会、共著）などを執筆。



特
集

見
え
な
い
も
の
を
診
る
〜
新
た
な
技
術
に
よ
る
施
工
管
理
・
検
査
シ
ス
テ
ム
へ
の
展
開
〜

17

反発度法
　コンクリートの反発度の測定は、日本工業

規格 JIS A 1155「コンクリートの反発度の測

定方法」に規定された方法である（写真 2）。
本方法では、リバウンドハンマーを使用して、

火害を受けたコンクリート表面（以下、火害

表面と記す）と火害を受けていないコンク

リート表面（以下、健全表面と記す）の反発

度をそれぞれ測定し、両者の測定値を相対比

較することによって火害の程度を確認する。

写真 2　反発度法

引っかき傷法
　引っかき傷法は、コンクリート表面を一定

の針圧で引っかいてできたひっかき傷幅の測

定値から、コンクリート強度を推定する方法

である 2 ）（写真3）。
　火害診断では火害表面と健全表面の引っか

き傷幅の大小から、コンクリート表層部の火

害の程度を確認する。本方法は反発度法と同

様にコンクリート表面の火害の影響を確認す

る方法であるが、反発度法では測定できない

ような狭い測定位置などに有効である。

写真 3　引っかき傷法

孔内局部載荷法
　孔内局部載荷試験は、これまで土木構造物

の施工不良や凍害等によるコンクリートの劣

化深さの推定に用いられてきた微破壊試験の

手法である 3 ）。

　載荷装置は、直径 6mmの半球状の載荷先端

を備えたゾンデと呼ばれる測定器、油圧ポン

プおよびデータ収録装置から構成されている。

測定は、直径42mm以上で削孔したコンク

リートコア（以下、コアと記す）孔内にゾン

デ（直径40mm、長さ270mm）を挿入し、油

圧ポンプにより載荷装置先端を孔壁表面に貫

入させることによって、載荷重と貫入量を測

定して、貫入抵抗値を求めるものである（写
真 4， 5）。本方法によって得られた貫入抵
抗値より、コンクリート表層から内部に至る

コア孔壁表面の分布を測定することによって、

受熱に伴う劣化深さの推定が可能である。

油圧ポンプ データ収録装置

ゾンデ

写真 4　孔内局部載荷装置

載荷先端

写真 5　孔内局部載荷法

非破壊試験による火害劣化の範囲と
深さの推定
　筆者は上記に紹介した非破壊試験やここで

は紹介できなかった非破壊試験（コンクリー

ト表面の色彩を計測することにより受熱温度

を推定する測色法 5 ）（写真 6）または、コン
クリート表面の火害劣化範囲を推定する機械

インピーダンス法 6 ）（写真 7））についても開
発研究を行っている。これらの成果から、火

害を受けたコンクリート部材の劣化範囲と深さ

を総合的に推定することによって、補修計画を

立案する際の一助になればと考えている 4 ）。

おわりに
　火害を受けた建物を再利用するために必要

な構造部材の火害劣化範囲および劣化深さを

知るために行う火害診断について、指針に取

り上げられているRC造の火害調査の方法の一

部と、そこで使用される非破壊試験方法を紹

介した。

　火災は決して起こしてはいけない災害であ

るが、日常的に発生しているのも事実である。

火災を受けた構造物のその後を検討する手段

として、指針のような火害調査・診断方法の

積極的な活用が望まれる。

参考文献
1） 日本建築学会編「建物の火害診断および補修・補強方法 
指針・同解説」2015. 2

2 ） 湯浅昇、笠井芳夫、松井勇、篠崎幸代：引っかき傷によ
るコンクリートの圧縮強度試験方法の提案、日本非破壊
検査協会シンポジウム「コンクリート構造物の非破壊検
査への期待」論文集, Vol. 1, pp.115-122, 2003. 8

3 ） 皿井剛典、田中徹、澤口啓希：孔内局載荷試験による構
造物の深さ方向のコンクリート物性評価に関する研究、
コンクリート工学年次論文集, Vol.34, No.1、pp.1828-
1833, 2012. 7

4 ） 春畑仁一、松田司、阪口明弘、水野雄太、皿井剛典「非
破壊試験による火害を受けたコンクリートの劣化範囲の
評価に関する実験的検討」GBRC Vol.40, No.2 2015. 4

5 ） 正木智大、春畑仁一：火害を受けたコンクリート構造
物の劣化診断手法の検討（その 2　コンクリートの色
彩に関する一考察），日本建築学会大会梗概集（九州），
pp.215-216, 2016. 8

6 ） 春畑仁一、正木智大：火害を受けたコンクリート構造
物の劣化診断手法の検討（その 1 実験概要と機械イン
ピーダンス測定結果），日本建築学会大会梗概集（九州），
pp.213-214, 2016. 8

（はるはた　まさかず、よしだ　まさとも）

写真 6　測色法

写真 7　機械インピーダンス法
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はじめに
　日本列島が地震の活動期に入った現在、住

宅の安全・安心を確保することが急務とされ

ている。耐震性の高い木質系住宅を生産・供

給するためには、性能が判明している部材で

正しい設計・施工法を実践する必要がある。

天然素材である樹木の幹部分から製造される

木材は、同一樹種の材料でも、他の建築部材

と比較して大きなばらつきが避けられない。

そこで、本稿では、木質系住宅とその部材の

性能を評価するための非破壊検査（以下、NDI

と略す）に関して筆者が取り組んできた検査

手法を中心に述べ、一般の木質系住宅から伝

統工法の構造物まで構造物の状態での部材性

能の評価、そして、メンテナンスのための評

価手法について言及する。

木質系住宅構造部材のNDI
構造用住宅部材としての木材の特長
　鋼構造等では、指定した部材の種類毎にほ

ぼ一定の性能であることを前提にして設計さ

れる。一方、木造では天然素材であるがゆえ

の性能の分布（ばらつき）がある。図 1に岡
山県内で生育したスギ材の曲げ強さと曲げヤ

ング係数の関係を示す。
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図 1　岡山県産スギ材の曲げ強さと曲げヤング係数の関係

　図中の階段状の線は、製材の日本農林規格 

（JAS）で定められた機械等級区分毎の基準強

度を示している。木材の強さはヤング係数と

の間に一定の相関関係があることから、非破

壊的に求められるヤング係数を指標としてグ

レード分けする。等級区分を行うことで、よ

り正確に強度性能を評価できる。『木造軸組工

法住宅の限界耐力計算による設計の手引き』

（（財）日本住宅・木材技術センター、2005年

3月）によれば、無等級材においても一定の

ヤング係数が示されている。図を見ればわか

るとおり、ヤング係数による等級区分を行わ

ないと、その数値にはかなりの幅があること

がわかる。

ヤング係数のNDI
　製材のヤング係数のNDIには、グレーディン

グマシーンが用いられる。グレーディングマ

シーンには 2種類の方式がある。一つは弾性

変形内で死荷重を与える方式であり、もう一

つが打撃音式と呼ばれる方式である。断面が

大きい部材では実際に変形を与えることが困

難であるため、打撃音方式が主流となってい

る。打撃音方式は、材端部を打撃した音の共

振周波数、材の密度、長さからヤング係数を

計算する。打撃音法では、FFTアナライザー等

を用いて、現場等で個々の部材のヤング係数

測定が可能である等の特徴がある。

木材欠点のNDI
　木質構造部材（柱・梁等）に含まれる節や

割れ等のいわゆる欠点は、部材の耐力を低下

させる因子となる。欠点を検出する手法とし

て、超音波のCT（計算機トモグラフィー）の

手法を用いた診断を図 2に示す。被験木材の
横断面 8箇所（四隅と各辺の中央 4箇所）に

加速度センサーを取り付け、各測定点間の音

速を元にCT像を再構成した。通常のCTでは、

これと比較にならないほど細かく測定するが、

ここでは、木質構造物の現場での測定等、測

定の簡便さを重視し簡便法とした。

　図では、欠点として、節、内部割れ、空洞

について被験材の横断面と得られたCT像を比

較して示している。横のバー（目盛り）は、

再構成された各位置での音速を示す。黒から

白に向かうに従って、低～高速となる。

　欠点の存在は、周りで音が回折するため低

い音速となる。従って、CT像では、欠点は黒
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い部分となって表現される。木材各部分で横

断面を透過する方向のヤング係数にばらつき

があることや年輪等繊維走向の曲率の影響で

音速に差が生じるため、CT像の黒い部分の位

置と欠点の位置に若干のずれが生じるが、欠

点の存在と大まかな位置関係は把握できる。

なお、測定点数を増やすと、精度は向上する。

木質構造物のNDI
　まず、解体された部材で前述の打撃音方式

によるヤング係数測定を試みた例を述べる。

図 3に解体された古民家を再生するにあたり、
ヤング係数を測定した例を示す。解体された

住宅構造部材は、仕口や継ぎ手に伴う凹凸や

坑が存在する。材端を叩き励起した弾性波は、

孔や凹凸の部分で反射するため、測定される

共振周波数は、複数のピークが観測される。

ピークの位置（周波数）は叩いた材端と孔等

との距離で決まるため、どのピークがどの部

分に由来するか特定できる。従って解体部材

でも、打撃音方式でヤング係数を測定するこ

とが可能である。

図 3　古民家部材のヤング係数測定

　既存の構造物の部材について、解体するこ

となくヤング係数や欠点の診断が可能であれ

ば、耐震性能の評価や補強等を行う場合に便

利である。打撃音方式は、基本的に部材の長

手方向の音速を測定する方式と同等である。

構造物を構成する部材では、材端が露出して

いない部材が多く、かつ互いに拘束されてい

る場合が普通であるので、共振周波数のピー

クが検出されないことが多い。しかし、伝統

工法等の軸組では、部材側面が露出している

場合が多い。部材側面に加速度センサーを取

り付けることで、斜角探傷法の手法を応用し、

部材の音速を測定できる。また、桔木等木口

面が露出している部材については木口面に加

速度センサーを取り付けて共振周波数を測定

できる。筆者は、東本願寺御影堂の小屋組部

材について音速を測定し、概ね妥当なヤング

係数を得ている。東本願寺御影堂の部材サイ

ズで測定可能ということは、本邦のほとんど

全ての伝統的木造建築物で測定可能であるこ

とを示している。

　なお、東本願寺御影堂の小屋組部材では、前

項に示した簡易CTの手法を用いて梁桁内部の

欠点の検出が可能であることも確認している。

住宅メンテナンスのNDI
　木造住宅に関して地震被害の実例を見ると、

土台等足下の腐朽あるいは蟻害が見られる住

宅で大きな被害を受けることがわかっている。

特に水回りについて腐朽対策を行うことがメ

ンテナンス上重要である。

　欧州では、本邦より乾燥した気候等の影響

で外構部材（木橋等）に木材が使われること

がよくある。それらをメンテナンスするため

の機器が開発され、使用されている。我が国

でも、それらの機器を導入して木質構造部材

や樹木等のNDIに利用している。

木材腐朽のNDI
　図 4はピロディンを用いて地震被害住宅の
土台部分を測定している状況である。

図 4　ピロディンによる腐朽被害調査
（鳥取県西部地震被害住宅の腐朽土台を測定）

　ピロディンは、円筒形状の本体を非測定部

分に押し当てて測定する。押し当てた部分か

らバネの力でピンが跳ね出る仕掛けになって

いる。ピンが木材中に打ち込まれた深さで、

普及度を評価する。厳密には非破壊といえな

いが、実用上問題のない程度の損傷で腐朽度

を測定できる。腐朽の測定機器としてほかに、

木材中にドリル状の金具をねじ込んだときの

抵抗で腐朽度を測定するレジストグラフなど

がある。

木材含水率のNDI
　木造住宅の腐朽に最も影響を与える因子の

一つは、その置かれた環境における水分であ

る。木材の水分は、正確には初期の重量と

105℃の環境下で水分を取り除いた時の重量か

ら乾量をベースとした百分率で求められる。

　一般の住宅等、現場で非破壊的に含水率を

測定するためには、所謂、木材水分計（含水

率計）を用いる。木材水分計の方式には、電

気抵抗式、誘電率式、マイクロ波式等がある。

おわりに
　南海トラフ地震等の発生が現実味を帯びる

現在、木造住宅の耐震補強等安全の確保が人

的・物的被害を低減させるために欠かせない

要因である。また、伝統工法の建築物等文化

財的価値のある物件について耐震性の評価を

正確に行うためには個々の部材の弾性的性質

を求めておく必要がある。

　本稿に示した以外にも、木質住宅の検査手

法は数多くある。効果的な活用が図られるこ

とを期待する。

（こだま　やすよし）

図 2 -（B）　簡易CTによる木材内部の欠点評価〔内部割れ〕
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図 2 -（C）　簡易CTによる木材内部の欠点評価〔空洞〕
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はじめに
　クモノスコーポレーション株式会社（旧

社名：関西工事測量株式会社）（図 1）は、
1995年 3月に創業し、工事現場での測量業務

を行う「工事測量」という分野に特化した測

量会社で、同年 1月に発生した阪神大震災の

復興支援のためにスタートした。

　また、トンネルマルチ測量システム

「KANON（カノン）」をはじめ、ひび割れ計

測システム「KUMONOS（クモノス）」や

同心円レチクル搭載トータルステーション

「BurmStation（バームステーション）」等、

様々な形で社会へ貢献するために測量技術を

活かし、測量の新しい可能性を追い求め技術

開発を行ってきた。さらに、2000年には、当

時日本では大変珍しかった3Dレーザースキャ

ナを導入し、計測業務をスタートさせた。こ

の頃から、創業当時から行っていた「造る測

量」から維持管理に特化した「守る測量」へ

とシフトしていった。

　昨年には、創業20年の節目を迎え、世界に

通じる社名に変更した。世界のインフラを守

るために当社独自の測量技術を発信し続けて

いる。

　今回は、この「守る測量」という理念の中

で誕生した、当社の「新外壁診断システム」

について紹介する。

図 1　当社本社ビル（大阪府箕面市）

「新外壁診断システム」について
　当社が、現在進めている事業の 1つとして、

建物の外壁診断事業がある。その事業の中核

となっているのが、この「新外壁診断システ

ム」である。従来の建物外壁調査では、仮設

足場を設置した上で調査を実施するため、ま

ず、仮設足場の設置費用が調査時から必要と

なり、多額の費用が発生する。また、打診調

査では作業員が音を聞き分け、異常があれば

その位置を図面にスケッチする。ひび割れ調

査では、ひび割れ発生個所を確認し、クラッ

クスケールを使ってひび割れ幅を確認後、ひ

び割れの延長を測定、図面にその形と位置を

スケッチする。最終的な成果図面は、どちら

の調査でもスケッチを基にした図面なので、

位置や形状、大きさや延長もあいまいな図面

となっており、調査者の知識や経験等による

個人差が非常に大きく影響される図面となっ

ていた。

　当社の「新外壁診断システム」の特徴は、

足場を使用せずに建物に発生した損傷を正確

に把握し、正確に図面として記録できること

である。当社独自の 2つの調査技術を組み合

わせ、正確かつ個人差の非常に少ない調査を

提供することができる。これにより、調査時

の足場の設置が不要となるため、調査から補

修工事までで大幅な費用の削減ができる。ま

た、建物外壁の異常個所や損傷を正確に図示

しており、補修費用の算出も明確になるため、

ビルやマンション等の管理者にも納得いただ

ける根拠図や報告書が作成できる。

システムを支える2つの技術
ひび割れ計測システム「KUMONOS」
　 1つ目の技術は、ひび割れ計測システム

「KUMONOS（クモノス）」（図 2）である。
一般的な測量機（トータルステーション）に

クラックスケールを模した専用クラックゲー

ジ（図 3）を搭載し、地上の離れた場所か
ら安全に正確にひび割れ調査を行うことので

きる技術である。遠方からひび割れの形状と

100m先の0.4mmのひび割れ幅が計測可能で

ある（図 4）。取得したデータは専用の計測
データ解析ソフトウエアを介して、ダイレク

トにCADデータとしてデータを出力するため、

従来方法に比べて短時間で2D・3Dの正確な図

面の作成が可能である。

　また、「KUMONOS」はひび割れだけでな

く、ひび割れ以外の損傷状況や構造物の形も同

時に図化することが可能である。測量機を使用

しているため、従来のスケッチによる図化に比

べて、非常に再現性の高い損傷図が作成でき

る。さらに、個人差が非常に少ないため、経

年変化を正確に把握することが可能である。

各　論

4

新外壁診断システム
について

林　浩貴

クモノスコーポレーション株式会社

林　浩貴
1984年　兵庫県神戸市生まれ
2007年　金沢工業大学 卒業
　　　　 機械部品商社 入社
2010年　関西工事測量株式会社（現：クモ
ノスコーポレーション株式会社）入社
現場技術を経て、技術営業として営業部へ配
属。現在に至る。
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　「KUMONOS」は、国土交通省が運営する

「新技術情報提供システム（NETIS）」におい

ても、平成24年に準推奨技術に選定され、そ

の他に国土技術開発賞等も受賞している。現

在では、日本だけでなく、海外でも建築物に

限らずすべてのインフラ構造物のひび割れ調

査を行う技術として広まり始めている。

図 2　ひび割れ計測システム「KUMONOS」

図 3　専用クラックゲージ

図 4　ひび割れ計測時のイメージ

赤外線画像解析システム
「THERMO DELTA」
　 2つ目の技術は、赤外線画像解析システ

ム「THERMO DELTA（サーモデルタ）」で

ある。このシステムは、一般的な赤外線カメ

ラで取得した赤外線画像（図 5）を従来の技
術者が知識や経験等によって判断を行うので

はなく、赤外線画像に含まれる「熱情報」を

解析することで、急激な温度異常を示す部分

を抽出（図 6）し、建物のCAD図や可視画像
上にその異常個所を図示することが可能であ

る。また、報告書に必要な異常個所の面積抽

出等もデジタルデータ上で全て行えるため、

「KUMONOS」と同様に赤外線画像の解析で技

術者の知識・経験だけに頼ることが無く、個

人差が非常に少なく再現性の高い図面の提供

ができ、正確な数量の把握に非常に適してい

る。

　さらに、色味を技術者が目で見て判断をす

るのではなく、赤外線画像の温度情報のみを

使用して解析を行うため、日照時間の長さの

関係で赤外線調査では判断が難しいとされて

きた、北側の外壁面の赤外線調査も可能とな

り、これまでの赤外線調査の常識をも覆す新

しい解析システムである。

図 5　従来の赤外線画像

図 6　「THERMO DELTA」解析後

本システムの調査・診断の流れ
　現地での調査から診断までの流れを説明す

る。

現地調査
　「KUMONOS」および赤外線カメラを使用

して、仮設足場を使用せずに地上から建物外

壁に発生した劣化状況や異常個所の計測を実

施する。併せて、赤外線画像を解析する際に

使用するサンプリングを実施する。サンプリ

ングとは、赤外線画像解析を行う際に使用す

る「基準温度」を取得することである。サン

プリングを東西南北の各面で行い、ここで得

られた情報を基に、各面ごとに設定した「基

準温度」を使用して解析する。

取得データの解析
　「KUMONOS」で取得した計測データは、

専用の解析システムを使用して直接CADデー

タとして出力する。出力したCADデータは、

解析ソフト上で2Dまたは3DCADとして出力が

可能であるため、依頼主の要望によって図化

を行う。また、必要に応じて、調査対象構造

物の立面図やタイル割付け図も作成できる。

　赤外線カメラで取得した画像は、赤外線画

像解析システム 「THERMO DELTA」を使用し

て、建物外壁に発生した異常個所を抽出する。

抽出した結果を、調査対象構造物の立面図等

に重ね合わせると共に、同時撮影した可視画

像（デジタルカメラ画像）に重ね合わせた画像

を添付して、報告書を作成する（図7、8）。

図 7　ひび割れ損傷図と異常個所位置図　例

危険度レベルⅠ
危険度レベルⅡ
危険度レベルⅢ
危険度レベルⅣ
危険度レベルⅤ

図 8　落下危険度判定図　例

おわりに
　現在、当社では、赤外線調査技術の更なる

精度向上のために、実際の建物を使用した実

験設備を開設し、様々な環境や気象条件でも

正確な成果を提供できるよう研究を行ってい

る。建物の保有・管理を行う企業、補修工事

を行う企業、外壁調査を営んでいる企業等に

当社の調査・診断技術がより広く周知され、

これから更なる建物の老朽化を迎える時代に、

より正確で安全・安心な建物の維持管理方法

として、今回紹介した調査・診断技術がその

一助となれば幸いである。

（はやし　ひろたか）
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はじめに
　「SfM 1 ）というツールを最大限活用するた

めUAV（Unmanned Aerial Vehicle：通称ド

ローン）を使い、出来高管理と出来形管理を

行いたい。」いまからちょうど 2年前にこの

目標を掲げ、大林組ではインフラ工事、特に

「土工事」で、その取り組みをスタートさせた。

　そもそもは「工事現場で利用するデジタル

カメラだけで、面的な変位計測が出来ないか」

ということがきっかけであった。最初はまっ

たくうまくいかずに失敗の連続であったが、

徐々にそのツールの使い方、デジタルカメラ

の撮影方法などこつをつかみ、結果として、現

場で使えるツールとして利用出来るようになっ

た。その方法をさらに、出来高管理（数量管

理）や出来形管理（形状管理）として、当社職

員の手間・無駄を省く目的で実施してきた。

　今年、平成28年 4月からはじまった国土交

通省が提唱する「i-Construction」の中で、こ

の方法がICT活用工事に適用されるようにな

り、いまやICT活用工事においてますます重要

な構成要素となっていることを考えると、さ

らなる高度化にむけてツールの利用価値を高

めていかなくてはならない。

　本報告ではSfMの活用方法や、それを効果的

に利用するUAVの利用方法や、施工での活用

状況を報告するとともに、今後に向けたさら

なるツールの活用について述べたい。

SfMを使い変位計測
　この画像を見ていただきたい。（図1）

写真計測技術（UAV活用の基礎）
■点群計測管理

●写真撮影 → 点群モデル
●点群モデル
　→サーフェスモデル

●前回計測との差分

図 1　SfM技術を使った変位計測

　この図は法面方向に写真を一定間隔で撮影

し、その画像だけで3D点群モデルを生成する

ものである。これを毎日撮影し、点群モデル

を重ねることで、どの部分が変位しているか

を確認することが可能である。

　インフラ工事における変位計測は、従来

「点」での管理が一般的であった。しかしこの

ような「面」としての変位計測が一般に市販

されているデジタルカメラで簡単に、しかも

解析時間が半日しかかからず結果が出るよう

になったことが、この技術を積極的に導入し

ていこうと思ったきっかけであった。

　ただし、当社ではあくまでもこの技術を利

用する対象工種として、「土工事」を対象とし

ており、構造物としての工種はこの技術を駆

使することを進めていない。なぜならば、SfM

とは写真解析技術を利用したものであり、連

続した写真の重なる部分をSfMのソフトウェア

がステレオ効果を用いながら3D点群を作成し

ていくものであるため、必ずしも実測と同じ

結果が出るわけではなく、そこには誤差が含

まれているからである。また、そのSfMのソフ

トウェアの種類によっても、土工事の解析と

して適しているソフトウェア、構造物などの

モデルを精度良く作成することに適している

ソフトウェアなど、特徴がまちまちである。

　これら代表的なソフトウェアと点群比較す

るためのソフトウェアの組み合わせを駆使し、

当社では、土工事における場合のソフトウェ

アの組み合わせを確立した。

SfMを効率良く使うためのUAV
　土工事は地盤という「角」がないものを 3

次元モデル化することに難しさがある。そこ

で写真計測技術と 3次元を関連させ、昨今施

工管理ツールとして威力を発揮しているUAV

を使った土量管理の適用事例を紹介したい。

　造成現場では、天候に左右されるため、当

初計画している土工掘削の工程などにぶれが

生じやすい。従来はダンプトラックの搬出台

数による土量管理がメインとなり、施工出来

形については、現場巡回などによる状況把握

もしくは出来形測量による状況把握が主な方

法だった。そのため現状が瞬時に把握しにくい

という特徴があった。現状を写真による把握だ

けではなく、実際の出来形形状がどうなってい

るのかいち早く確認し、工程管理を厳密にする

ことで、効率よく施工管理を行うことができる、

それが現場で求められているニーズであった。

　そこで、UAVを活用した土量管理を行い、

従来実施している土工管理の迅速化をはかっ

た。（図2）

各　論

5

SfMから始まる
インフラ工事での

活用例
～生産性向上はこのツール

から始まった～

杉浦伸哉

株式会社大林組　土木本部本部長室情報企画課
課長

杉浦伸哉
1992年北見工業大学工学部開発工学科卒業。
2012年 2 月より大林組土木全体のCIM対応
責任者となる。日本建設業連合会インフラ再
生委員会技術部会にて施工におけるCIMの取
り組みを進める中心的存在となり、米国CIM
視察団、欧州CIM視察団にも参加。
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　この方法は、写真計測から 3次元形状を

自動作成し、前回と今回の差分をモデルから

抽出することにより土量確認を行うものであ

る。いままで写真計測の技術は多くあったが、

このような実際の施工での事例はほとんどな

かった。3Dレーザスキャナでの事例はあるが、

費用対効果を考えると、この写真計測技術を

施工で活用することの意義は大きい。

土工工事での事例
UAVを活用した土量確認と出来形確認

CIM活用

事前にルート設定

写真解析

従来の半分の時間で測量 効果 ・測量業務の省人化
・出来形測量の省力化（時短）

土量確認・出来形確認

UAVにて写真撮影事前にルート設定

写真解析 土量確認・出来形確認

UAVにて写真撮影

図 2　無人航空機（UAV）を使用しての写真測量と土工管理

　また、形状が 3次元で取得できる途中に公

共座標入りのオルソ画像が取得出来ることか

ら、従来の 2次元CAD図の背景写真として、

オルソ画像を取り込むことで、施工管理に必

要な情報が一目で分かるようになり、発注者

を含めた関係者との施工協議が同時かつ迅速

に行えることも大きなメリットである。（図3）

図 3　2DCADとオルソ画像の重ねあわせ事例

　この2DCADとオルソ画像を重ねることで、

施工管理のための測量として必要な現場測量

作業を軽減することも可能となった。

現場測量の省力化（実施例）

大幅な時間短縮と
　　　　　良好な精度を実現

事例①：電柱等の現況位置測量

事例②：張芝工の測量（法面有）

光波による測量

三斜を切る
ヘロンで計算

測量人数：2人
作業時間：4時間

測量人数：3人
作業時間：5時間

作業時間：5分程度
誤　　差：1cm程度

作業時間：5分程度

誤　　差：0.5％

UAVにより
重ね合せた図面

点群データ使用

A=416㎡
A=418㎡

図 4　2DCADとオルソ画像から机上測量を実施

　このような取り組みがいま多くの現場で当

たり前の様に行われてきている。

精度の検証
　このようにして多くの現場でSfMを活用し

た土工管理が出来るようになってきたが、問

題はその精度である。いくら使い勝手の良い

ツールであっても実測との誤差が大きく出る

ようでは施工での利用は出来ない。冒頭でも

記述したが、土工事ではmm単位の精度を求め

ていないが、ではこの技術を使って、実測と

の差が何cmまでに押さえられるのか、これが

施工で利用するための鍵である。

　そこで、実現場において従来方法で実測し

た測量結果と作成した3D点群データの測量結

果を主に高さ方向に着眼し比較をした。

　その結果が表 1である。この表からも分か
る通り、実測と比較して平均するとほぼ5cm

以下に収まっていることが分かった。

K1

K2

K3
K4

U1

U2

U5
U6

U3
U4
K5

K1

K2

K3
K4

U1

U2

U5
U6

U3
U4
K5

測量値 点群より算出
y x z 2015/9/24 測量値-点群

U1 90334.745 -73447.6645 6.1685 6.212 -0.043
U2 90623.915 -74140.663 16.1735 16.163 0.011
U3 90855.5515 -74151.7725 2.514 2.508 0.006
U4 91171.101 -73992.2485 6.428 6.492 -0.064
U5 90560.246 -74860.819 7.476333 7.467 0.009
U6 90936.032 -74623.5685 6.6425 6.654 -0.011
K1 91389.176 -72823.807 2.1115 2.131 -0.019
K2 91142.0795 -73224.667 2.2535 2.251 0.002
K3 91358.17933 -73485.283 1.133667 1.293 -0.159
K4 90814.816 -73621.3525 6.5975 6.672 -0.074
K5 91242.257 -73853.9855 5.3485 5.453 -0.105

平均 0.044

表 1　実測量値と写真測量から算出した点の高さ比較

　実測量の精度誤差も入れて、計測結果とし

てこの程度の誤差であれば、土工事における

測量としては十分利用する価値のあることが

分かり、多くの土工現場で実際の取り組みを

加速して進めている状況である。

　現在では、毎月UAVによるSfMを実施し、前

月と今月の3D点群モデルを比較をして、結果

を出している。CADが使えない現場でも簡単

に差分を出せるソフトウェアを利用している

ということもまた、重要な現場展開のポイン

トである。

SfM活用における生産性向上
　従来の測量実施とUAVを利用した測量時間

を比較検討した。

現地測量した場合の労務人工
項目 人数 日数 人工

横断測量（現場） 5 4 20
測量結果取りまとめ（図面作成） 1 1 1
土量計算（とりまとめ） 1 0.5 0.5

計 21.5

UAVを利用し測量した場合の労務人工
項目 人数 日数 人工

作業計画 1 0.5 0.5
ターゲットの設置・測量 2 1 2
UAV飛行 2 1 2
PhotoScan（データ取り込み） 1 0.25 0.25
PhotoScan（点群作成） 1 0.25 0.25
TREND-POINT（不要点削除・土量比較） 1 0.5 0.5

計 5.5
現場は平面積で「30,000㎡」

表 2　従来測量とUAV活用による人工比較

　表 2を見ていただきたい。 3万平米でのエ
リアについて比較した結果である。この表を

見ても分かる通り、従来測量に比べて、大幅

な作業労力を軽減することが可能である。コ

スト的にも、UAVやソフトウェア購入の初期

投資を考えても、数回の測量実施でコストバ

ランスがとれるため、生産性向上に大幅に寄

与する取り組みにほかならない。

今後に向けて
　今回報告した内容はすでに多くの実現場で

の利用が促進されており、さらに精度向上が

必要な現場での実施も進んでいる。

　このような取り組みが公共工事での取り組

みとして適用され、受発注者間における竣工

検査のための根拠データとして利用されるこ

とが重要である。ニーズがシーズを生み出

し、それらが制度変更につながり、官民一体

となって、建設業全体の生産性を向上させる。

このような取り組みこそが、前頁に挙げた

「i-Construction」という制度の中に盛り込ま

れ始めている。

（すぎうら　しんや）

参考情報
1）SfM（Structure from Motion）
撮影シーンをカメラの視点を変えながら撮影し、複数の写真
からそのシーンの 3次元形状とカメラの位置を同時に復元す
る方法。昨今SfMのソフトウェアが安価な価格で市販されるよ
うになり、また、解析用のパソコンの性能が向上したことか
ら利用者が急増した。インフラ工事での利用はこの 2年で急
増している。
代表的なソフトウェアとしては、PhotoScan Professional、
ContextCapture、Pix4Dなどがあげられる
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はじめに
　BIMモデルは建物の電子的複製である。 2

次元図面と同様、設計・施工・竣工後などの

段階に応じた情報量で建物と対応する原寸の

データである。この技術を活用するうえで一

つの重要な問いは、いかにBIMモデルと実際

の建物を重ねあわせ、実寸の3Dモデルとして

のメリットを享受するかという点にある。

　これには 2つの方向性がある。BIMモデル

を現実世界側に表示して活用する方法（VR/

ARなど）と、現実の建物をデータ化してBIM

上に取り込む方法だ。そしてその目的にも 2

つの側面が考えられる。現場での活動を容易

にするため（改修など）、または実際の施工を

参照してBIMモデルを更新ないし作成するた

め（As-builtの作成など）である。

3Dスキャナについて
　建設業で注目される3Dスキャンは、一般

的には3Dレーザースキャナを用いたLIDAR

（Laser Imaging Detection and Ranging）を

指す。様々なタイプのスキャナがあり、高性

能なモデルでは数千万円という価格帯となる。

機器を保有する以外に、スキャニングサービ

スのみを依頼することも現実的な選択肢であ

る。数万円程度のモデルもあるが、これらは

到達範囲が3m程度であり、建築空間スケール

でのスキャンにはあまり実用的ではない。

　得られるデータは点群（Point Cloud）と呼

ばれる点の集合体であり、座標のほか色など

の情報を含めることもできる。透過はしない

ため、死角をなくす場合は多方向からスキャ

ンして補い、stitchingと呼ばれる作業によっ

て繋ぎ合わせる。これにより広い範囲や輻輳

した領域でも一体となった点群が得られる。

実施の際は、足元が振動するとデータの質が

低下すること、反射率の高い面ではノイズが

出やすいことなどに配慮が必要である。

プロジェクトにおける実例
　私は2016年 3月まで 4年間シンガポールに

駐在し、複数のプロジェクトで3Dスキャンに

挑戦した。

CapitaGreen
　この超高層オフィスビルの新築プロジェク

トでは契約上、BIMモデルを設計調整および

施工に活用することが求められた。基準階の

BIMモデル精度を検証する目的で3Dレーザー

スキャンを実施、結果をBIMモデルと重ね合

わせることで両者の比較を行った。

　とりわけ注目したのが天井設備である。設

備BIMモデルは各設備施工図のベースとなっ

ていた。そのためモデルと点群の重ね合わせ

により、現場でやむなく調整された箇所など

が可視化され、確認と竣工図への反映に役

立った（図 1）。一方で、点群をモデルに重ね
合わせる際の基準点をいかに設定するか、ま

た、点群はソフトウエアによっては見えづら

く、いかに表現すれば分かりやすいかなどに

ついて、後に展開できる知見が得られた。

図 1　CapitaGreenでの3DスキャンとBIM重ねあわせ

チャンギ空港 T1E
　チャンギ空港ターミナル 1改修工事（T1E）

は、竣工後35年を経た空港ターミナルの運

用を継続したままバゲージ・ハンドリング・

システム（BHS）等の設備を段階的に改修し

てゆく工事である。設備が輻輳し、またBHS

はコンベヤの軌跡に制約があるため、BIMモ

デルを設計コンサルタントから購入し調整の

ベースとすることが求められていた。しかし、

すでに多くの改修を経ている空港では図面を

元に作成されたモデルでは不十分で、受領し

たモデルと実際の既存状況には大きな差が

あった。そのため、工事範囲全域を先行して

3Dスキャンし、専門モデラーによって点群を

BIMモデルに変換、それをもとに改修部分の

計画を確定するという方法を採用、工事を進

めている。

チャンギ空港 T4
　チャンギ空港ターミナル4新築工事（T4）

は、大規模かつきわめて多数の設備工事を含

む設計施工プロジェクトで、契約ではプロ

ジェクト全領域にわたるBIM導入、およびAs-

built Modelと呼ばれる竣工図相当のBIMモデ

各　論

6

BIMと3Dスキャナ
～シンガポールプロジェクト
での活用を通じて～

石澤　宰

株式会社竹中工務店
東京本店設計部 課長

石澤　宰
1981年生まれ。慶應義塾大学大学院 政策・
メディア研究科卒業。一級建築士。東京本
店設計部にて松坂屋パークプレイス24ほか
東京都内のプロジェクトの設計を担当した
のち、2012年 3 月よりシンガポール駐在。
CapitaGreenプロジェクトおよびチャンギ
国際空港第4ターミナル新築工事でBIMマ
ネージャを務めた。シンガポール建築建設
庁によるBCA BIM Award 2015 Project 
C a t e g o r yで最高位のP l a t i n umを受賞。
2016年 4 月より同社東京本店設計部所属。
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ルの引渡しが求められた。このため、こちら

でも現場全域の3Dスキャンを実施したが、複

数の大きな課題に直面した。これらは主にプ

ロジェクトの平面的な大きさとモデルの詳細

度に起因したと考えている。

　第 1に、契約でBIMモデルの内容が子細に

定義されており、プロジェクト全体のデータ

容量がきわめて大きくなった。定期的に不要

なデータを削除し、ファイルサイズを最小限

にとどめる対策は講じていたが、それでも全

データを合計すると14GB以上となり、ハイ

エンドのワークステーションでようやく扱え

るほどであった。そこに点群データを加える

と容量はさらに大きく増える。データマネジ

メント上様々な方策を施したが、アクセス性

は良くならず、手軽に使えるようにはならな

かった。

　第 2に、空港のような大空間ではスキャナ

から対象物が遠く、得られるデータの密度が

低くなりやすい。設備の輻輳するエリアでは

点検歩廊等からの撮影が必要になるが、足元

が揺れやすく、現場作業との調整も多く求め

られた。空港の領域内では安全上の理由から

出力の強いClass 3レーザーが使用できなかっ

たことも特有の難しさであった。結果、特に

配管などを識別するには明瞭度が低いところ

が散見された。

　また、3Dスキャンは現地でのスキャン作業

に加え、前述のstitchingやノイズの削除等を

行うため、スキャン後に相応の時間を要する。

今回は10日間にわたるスキャン作業のあと、

実際にデータがモデル上で使えるようになる

までにさらに21日を要した。短工期プロジェ

クトでこのタイムラグは大きく、ゆえにデー

タの活用範囲はやや限定された。

3Dスキャン技術の今後
　例えば紙をスキャンできることと、その

データからテキストデータや図面データを抽

出することは別の技術であるように、点群そ

れ自体は線や面などモデルの構成要素とは異

なる。しかし十分なポイント密度があれば、

3Dスキャンによって得られた点群データを

サーフェイスモデルに変換することができる

ようになってきた。

　T4プロジェクトで一部試行してみたところ、

面の形成は確かに可能であったのだが、前述

の理由で点の数が不十分なため、再現性は高

くなかった（図 2）。結果、T4では点群はあ
くまでモデル側から目視で参照するデータと

しての利用にとどまった。

図 2　折版面を15ｍ下からスキャンし変換を試みた例

　BIMモデルは「形態」と「属性」を持った

オブジェクトの集合体である。将来的に、ス

キャンされたモデルはAI技術等によってBIM

のレベルまで自動認識・解釈されるだろうか。

　建築知識のある人ならば、ある建物を見た

時、形だけを手がかりにして構造形式や用途

などをある程度想定することができる。この

思考を書き下すことで同様に、点群の中から

どれが柱でどれが配管か、あるいはその建物

は駐車場か否か、のような情報が得られるよ

うになる。このような意味的充実（Semantic 

Enrichment）への研究はすでに始まっている。

　実際には、電気配管のように見た目だけで

は判然としないものや、装飾的な要素も多数

含まれるのが建築である。また前述のように、

スキャンで得られるデータにはノイズデータ

も多数含まれているため難しい。しかしこれ

が部分的にでも自動化されれば、BIMにおけ

る点群の利用価値は飛躍的に高まるだろう。

As-built（竣工）モデルとは何か
BIMモデルのLOD（Level of Detail）には

様々な定義があるが、多くの場合「As-built 

Model」、いわゆる竣工モデルが最上位に定義

されている。この竣工モデルは、建物全体を

3Dスキャン結果のように忠実に再現したもの

であるべきだと捉えられることがあるが、果

たしてそうだろうか。

　前述のとおり、BIMモデルは建物の電子的

複製である。しかし「どの情報に基づくか」

の判断は実は複雑だ。建築には「曲がりまっ

すぐ」という言葉があるように、製作や施工

には手作業ゆえの誤差がつきものであり、「厳

密に図面通り」の建物は現実には存在しない。

それを考慮し、生じうる誤差を制御・許容し

ながら全体を成立させる所作が建築である。

　慣習として、合意を経て変更された内容に

対しては図面を更新する一方、許容範囲を超

えて図面から逸脱した施工は是正の対象とし

てきた。現場で施工された通りに設計情報を

修正するかどうかは都度判断に基づいて行わ

れており、これはモデルでも同様である。

　このようにAs-builtとは、As-designed（設

計された通り）であり、かつAs-constructed

（施工された通り）でもある。As-designedは、

建物が存続する限り常に必要な原理原則とな

る設計意図を含む。As-constructedはある時

点での建物の情報の状況を記録する。As-built

はこれら情報の複合体として定義されており、

建物を子細に記録するだけではむしろ不十分

なのである。

　As-builtの情報は記録として以外にも、建

物の維持管理の基本情報として長く使われる。

そこで、竣工後に必要となる情報を戦略的に

選択し、メンテナンス等に有効活用する目標

達成的な作り込みが行われれば、As-builtモ

デルの価値は大きくなる。そのためにはプロ

ジェクトごとのプライオリティを明確にし、

それに応じてAs-builtモデルを定義するという

プロセスが欠かせない。価値の高いAs-builtモ

デルとは、実際に必要とされる情報をより多

く含み、建物の電子的複製として価値の高い

モデルである。

おわりに
　将来さらにデータ化が進み、画一的な寸法

管理でなく、施工精度の分散を統計的に判断

できるようになる可能性はある。また、施工

の自動化が進めば施工精度に対する考え方自

体が変わるかもしれない。

　技術の進歩は急速で、それに比べて建築・

建設業は実現までに長い時間を要してしまう

ことは避けられない。それゆえ技術を活用し

て建築・建設を変えていくには、一歩先へ着

実に歩を進めてゆくためのオープンな議論と

情報の共有が欠かせない。これがプロジェク

トでの3Dスキャンの実装を通じて私が得た経

験と結論である。

（いしざわ　つかさ）
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はじめに
　一般的に、住宅の床下点検の多くは点検員

が床下に入り、匍
ほ ふ く
匐前進をしながら点検作業

を行っている。床下空間は狭く、暗く、粉塵

が多い劣悪な環境であり、点検員にとって床

下での点検作業は精神的・身体的負担が伴う

作業となっている（図 1）。また、建設業就
業者は年々若年層が減り、高齢化が進行して

いるため、改善が必要である。住宅居住者に

とっても床下は普段目にすることがない場所

であり、“見えない”点検作業に対して不安を

感じる人もいる。このような背景から点検作

業員の負荷軽減と、点検の見える化による住

宅居住者への安心感の提供を目的とし、床下

点検ロボットの開発を行った。

図 1　床下点検作業

ロボットの概要
　図 2にロボット本体、図 3に本システムの
構成を示す。ロボット本体、操作PC、コント

ローラで構成され、ロボット本体と操作PCは

無線LANを介して接続されている。ロボット

から送られてくるカメラ映像をパソコン画面

で見ながら遠隔操作で点検を行うことができ

る。ロボットの仕様は表1のとおりである。

移動用カメラ

LED
照明

点検用カメラ

距離
センサ

クローラ

図 2　ロボット本体

床上
床下

無線通信

図 3　システム構成

寸法
長さ ：495mm 
幅 ：280mm
高さ ：220mm
※高さは点検用カメラ位置

走行速度 30cm/秒 以下

カメラ 点検用

水平視野角51度
（広角側）
光学21倍ズーム
左右：-120～120度
上下：-8～85度

移動用 水平視野角75度

距離測定範囲 約5m以内

動作可能時間 約90分
乗越可能段差 高さ15cm以下
本体重量 約11.5kg

表 1　ロボットの仕様

走行部
　ロボットの走行部には、不整地の走行に優

れたクローラを採用した。物件や地域によっ

ては、土、砂、砂利などを敷く土間が多く見

られることもあり、走破性を重視しクローラ

方式を用いることにした。

カメラ
　ロボットには移動用、点検用の 2つのカメ

ラを搭載している。

　移動用カメラは、本体後方の高い位置に取

り付けられている。ロボット本体と周りの様

子を俯瞰的に映し出すことで狭い空間でも障

害物にぶつからずにロボットを操縦すること

ができる。

　点検用カメラは、本体前方に設けられてい

る。光学21倍ズーム、パンチルト機能、LED

照明を設けることで、暗い床下空間でも隅々

まで点検することができる。

操作画面
　操作画面はロボットの走行操作を行う移動

用カメラの映像をメインとした“移動モード”

と、点検を細かく行う点検用カメラの映像を

メインとした“点検モード”の 2つの画面で

構成されている（図4、図5）。

各　論
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住宅の床下点検
ロボットの開発

南川達浩

大和ハウス工業株式会社
総合技術研究所　フロンティア技術研究室
先端技術研究開発１グループ　研究員

南川達浩
1976年　三重県生まれ
2002年　三重大学大学院工学科博士前期課
程修了後、大和ハウス工業株式会社に入社
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　画面左には点検時間、通信状況、照明強度

レベル、電池残量を表示し、ロボットに異常

が発生した場合には異常内容を表示する。画

面右には点検用カメラのパン角度、ズーム倍

率、本体の走行操作指令状況等を表示する。

画面下には点検用カメラで撮影した画像をサ

ムネイル表示する。撮影画像はJPEGデータで

PC内に保存される。

図 4　移動モード画面

図 5　点検モード画面

クラックスケール表示機能
　0.3mmと0.5mmのクラックスケールを画面

上に表示し、操作者が画面に映し出されたク

ラックと表示されたスケールを重ね合わせて

幅を比較することで、パソコン画面上でコン

クリートクラックの幅を0.3mm以下、0.3ｍｍ

以上0.5mm未満、0.5mm以上の 3分類に判定

することができる。

　クラックスケールはコントローラ、もしく

はマウス（タッチパッド）を使って画面上を

移動することができ、また15°刻みで回転させ

ることもできる。

　クラックスケールを描画した画像はJPEG

データとしてPC本体に保存される。

　クラックスケールの幅は、点検用カメラか

らクラックまでの距離と、カメラのズーム倍

率、画像の画素数から、PC画面に映っている

映像の1ピクセルあたりの幅を計算し、その映

像幅に合わせた0.3mm、0.5mm幅のクラック

スケールを表示する（図 6）。測距は、点検用
カメラの近傍に設置したレーザ測距計にて行

う。

　距離と倍率の組み合わせによっては算出さ

れた 1ピクセルあたりの幅が実際とは異なる

場合がある。その場合は、クラックスケール

を白色にして、スケールが無効であることを

示す（図7）。

図 6　クラックスケール

図 7　クラックスケール無効時

段差乗り越え機能
　クローラ型ロボットは，一般的に段差の高

さがクローラ半径以下でなければ乗り越える

ことは難しい。だが、クローラ径を大きくす

るとロボットの全高も高くなってしまう。

　そこで、移動用カメラ部（後部アーム）を

後ろに倒すことで乗り越え動作をサポートす

る仕組みを取り入れた（図8）。

図 8　段差乗り越え動作

　ロボットが段差に乗り上げて一定の傾きに

なると、後部アームが倒れて床面を押しつけ

ロボット後部を持ち上げる。

　その状態でロボットが前進するとロボット

の重心が前方に移動し、段差に乗ることがで

きる。

　これによりクローラ径を超える高さの段差

も乗り越えることが可能になった。

運用検証
　2009年10月から2010年 3月にかけて、点

検作業員による仮運用を行った。運用件数は

約150件である。検証の結果、操作・作業性に

関しては操作教育後、 2 ～10回程度でロボッ

トの点検操作に慣れることができ、従来と同

等の時間で点検できることが確認された。点

検性能に関してはカメラを通した映像で概ね

点検項目を確認することができた。また、ロ

ボットによる撮影画像はフラッシュによる反

射の影響が出ないため、デジタルカメラより

安定して撮影できることもわかった。

　運用検証により、性能面や操作性などの点

で運用上特に問題点はなく、床下点検ロボッ

トは実際の床下点検において有効であること

が確認された。

　また、ロボットによる点検を一緒に確認頂

いた居住者にヒアリングした結果、ほとんど

の方からパソコン画面で点検状況をリアルタ

イムで見られることに安心感を得られるとの

回答を得た。

おわりに
　本ロボットは2011年 4月に当社グループ会

社に導入され、点検業務に使用されている。

本ロボットの導入により、点検作業員の作業

負担を軽減させることができるほか、住宅居

住者に対して、点検内容を見える化すること

で安心感を提供することができると考えてい

る。

　今後、床下点検以外に、橋梁や共同溝など

人が立ち入りにくい挟小空間や危険な場所で

の点検作業などに応用したいと考えている。

（みなみかわ　たつひろ）
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はじめに
　コンクリート中の鉄筋の状態を調べる方法

には、一般に破壊調査と非破壊調査がある。

破壊調査には、ドリル穿孔による方法やはつ

りによる方法があるが、穿孔やはつった後の

補修が不十分な場合には、その箇所の耐久性

が損なわれることもあり、時に鉄筋を痛める

おそれもある。それらのリスクを伴わない方

法である非破壊調査は、建築分野にも三十数

年前から適用されており、その実績も多い。

　本稿では、非破壊によってコンクリート中

の鉄筋の配置やかぶり厚さを探査する技術や

それら探査方法の規格、規準および技術の講

習について述べる。

非破壊による鉄筋探査技術
　非破壊によるコンクリート中の鉄筋探査の

方法には、レーダや電磁誘導を応用した方法、

超音波による方法、X線による方法など数種

類あり、短時間に多くの部位・部材を対象に

探査が行えるため、建築物全体としての評価

が可能である。これらの鉄筋探査技術により、

コンクリート中の鉄筋位置、ピッチやかぶり

厚さを、ある一定の精度で確かめることが可

能である。本稿では、現場での適用例が多い、

次の 3つの方法を紹介する。

電磁波レーダ法による鉄筋探査
　電磁波レーダ法は、電磁波のもつ電気的性

質の異なる物質との境界面で反射する性質を

利用した方法である。測定機のアンテナから

コンクリート内へ電磁波を放射すると、コン

クリートと電気的性質が異なる物体（鉄筋や

配管など）や空洞との境界面で電磁波が反射

し、アンテナへと戻ってくる。この電磁波の

放射から反射して戻ってくる往復の伝搬時間

から、反射物体までの距離を計算することで

物体の位置を求めることができる。図 1には、
国内で市販されている同手法による鉄筋探査

機と探査画像の例を示す。本手法は、機器の

取扱いが簡単であり、かつ短時間で広範囲の

探査が可能である。電波法の適用を受けるが、

特別な資格・免許等は必要としない。表面か

ら150mm程度までの深度が測定範囲となり、

鉄筋の配筋位置やかぶり厚さの探査が可能で

あるが、鉄筋径の計測は難しい。なお、コン

クリートの含水状態によって異なる比誘電率

により、測定精度が異なってくる。また、配

筋ピッチが100mm程度以下になると測定が困

難となる。

※ が鉄筋位置となり、左がかぶり厚さ60mm、右が30mm
である。

図 1　電磁波レーダ法による鉄筋探査機と探査画像の例

電磁誘導法による鉄筋探査
　電磁誘導法は、空港や港湾での所持品検査

に利用される金属探知機と同様の方法である。

測定機内にある励磁コイルに交流電流を流し

て磁束を発生させておく。そこに鉄筋が近づ

くことで電磁誘導の効果から鉄筋に渦電流が

発生する。この時、鉄筋の電磁気的特性等の

原因によって磁束が変化することで、測定機

内にあるもう一つの検出コイルの起電力が変

化して、鉄筋を検出することができる。図 2
には、国内で市販されている同法による鉄筋

探査機の例を示す。本手法は、探査する表面

にタイルやモルタルなど（非磁性体）がある

場合でも探査ができ、空隙や豆板などが存在

しても探査は可能である。また、かぶり厚さ

が既知である場合、鉄筋径の推定も可能とな

各　論
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非破壊による
コンクリート中の
鉄筋探査技術

下澤和幸

一般財団法人 日本建築総合試験所
試験研究センター

構造部 耐震耐久性調査室 室長代理

下澤和幸
1969年 兵庫県生まれ。
1988年 兵庫県立東播工業高等学校建築科を
卒業し、（財）日本建築総合試験所に入所。
就業しながら、2003年 大阪工業大学工学部
建築学科を卒業。2010年 東北大学大学院工
学研究科後期課程を修了（博士（工学））。
コンクリートの耐久性、鉄筋腐食、非破壊試
験を専門とする。 図 2　電磁誘導法による鉄筋探査機の例
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る。表面から100mm前後までの深度が測定範

囲となり、鉄筋の配筋位置、かぶり厚さ、鉄

筋径および鉄筋以外の埋設金属の探査ができ

る。なお、空洞やはく離などの探査に使用す

ることはできず、配筋ピッチが75mm程度以

下になると測定が困難となる。

Ｘ線透過撮影法による鉄筋探査
　X線透過撮影法は、X線が物体を透過する際

の強さをX線フィルムで感知する非破壊検査法

であり、医療用や工業用として活用されてい

る。鉄筋コンクリート造の部材にX線フィルム

を貼付け、X線発生器によって透過撮影する。

X線フィルムは、透過してきたX線の強さに応

じて黒化するため、コンクリートよりも密度

が高い鉄筋は、その像を白く映し出す。X線

フィルムの濃淡模様の違いから鉄筋の位置を

確認することが可能である。図 3には、同法
によるX線発生装置と撮影画像の例を示す。本

手法は、X線発生装置を使用するため、探査に

は作業主任者資格（国家資格）を所持する必

要がある。対象とするコンクリート部材の断

面寸法により透過撮影時間が異なり、断面寸

法が大きくなれば、数分間のX線の照射時間が

1時間近くになる場合もある。なお、適用で

きる部材断面寸法は最大で50cm程度とされて

いる。また、上述した電磁波レーダ法や電磁

誘導法では困難とされる過密配筋部分への適

用も可能であり、これら探査方法を複合して

用いることも多い。

鉄筋

鉄
筋

PC
鋼
線

鉄
筋

CD管

図 3　X線透過撮影法による装置と撮影画像の例

非破壊鉄筋探査に関する規格および
講習
　上述したとおり、X線透過撮影法には作業主

任者資格を所持した者が従事することとなる。

一方、電磁波レーダ法および電磁誘導法につ

いては、特別な資格や免許を必要とせず、取

扱いも簡単である。しかし、これらの方法は

容易に結果が得られる反面、従事する測定者

の技量や経験に依存するところは少なくない。

そのため、国内の各機関が非破壊鉄筋探査に

関する規格や規準等を定めており、その主な

ものは次のとおりとなる。

【（一社）日本建材・住宅設備産業協会】

・JCMS-Ⅲ B5707-2003

　 「電磁波レーダ法によるコンクリート中の鉄

筋位置の測定方法（案）」1 ）

・JCMS-Ⅲ B5708-2003

　 「電磁誘導法によるコンクリート中の鉄筋位

置・径の測定方法（案）」1 ）

【（一社）日本非破壊検査工業会】

・検規-6501 : 2013

　 「コンクリート構造物の配筋探査技術者認証

規準」2 ）

・検規-6502 : 2012

　 「コンクリート中の配筋探査に使用する装置

についての規格」3 ）

【（一社）日本建築学会】

・CTM-12

　 「電磁波レーダ法によるコンクリート中の鉄

筋位置の測定方法（案）」4 ）

・CTM-13

　 「電磁誘導法によるコンクリート中の鉄筋位

置および鉄筋径の測定方法（案）」4 ）

・JASS 5 T-608 : 2015

　 「電磁誘導法によるコンクリート中の鉄筋位

置の測定方法」5 ）

【（一社）日本非破壊検査協会】

・NDIS 3429：2011

　 「電磁波レーダ法によるコンクリート構造物

中の鉄筋探査方法」

・NDIS 3430：2011

　 「電磁誘導法によるコンクリート構造物中の

鉄筋探査方法」

　なお、精度の高い非破壊鉄筋探査を行うた

めには、手法の原理や機器性能を熟知するだ

けでなく、十分な経験を有する専門技術者が

必要となる。現在、上述した規格や規準に基

づく、次に示した講習会等が実施されており、

一定の技量をもつ認定者が鉄筋探査にあたる

ことが望まれる。

・ 「電磁誘導法による鉄筋探査測定実務講習会」

［主催者：（一財）建材試験センター］

・ コンクリート構造物の配筋探査技術者資格

認証制度「コンクリート中の配筋探査講習

会」［主催者：（一社）日本非破壊検査工業

会］

・ コンクリート現場試験技能者認定制度「電

磁誘導法によるコンクリート中の鉄筋のか

ぶり厚さ測定方法」［（一財）日本建築総合

試験所］

おわりに
　本稿で紹介した非破壊鉄筋探査は、建築分

野において、新築工事中のかぶり厚さの検査、

既存建築物の調査・診断や耐震診断でのコア

採取や耐震改修時におけるアンカー設置の作

業に伴い利用されるなど、多岐にわたる。主

流となる電磁波レーダ法や電磁誘導法による

測定装置は、年々改良が進み、これまで困難

であったダブル配筋（千鳥配筋の場合）につ

いても探査を可能としたものや、データの3D

解析等が容易に行えるものもある。しかしな

がら、非破壊であるが故に、機器の性能上、

適用の限界があることや誤差を伴うものであ

ることを知ったうえで、本技術を適正に利用

されることが望まれる。

（しもざわ　かずゆき）

参考文献
1） 日本建材産業協会：「建産協 規格集 コンクリートの非破
壊検査方法」，平成15年 3月

2）http://www.jandt.or.jp/license2/fi les/kenki-6501.pdf
3 ）http://www.jandt.or.jp/license2/fi les/kenki-6502.pdf
4 ） 日本建築学会：「鉄筋コンクリート造建築物の品質管理お
よび維持管理のための試験方法」，2007.3

5 ） 日本建築学会：建築工事標準仕様書・同解説JASS 5 鉄筋
コンクリート工事，2015
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臨床診断ȂεΉκンGÖ́̓ͅ見ͣͦͥ͢うͅȂ

医療ȂΊーθ͈̈́̓分野͈́΋ンάνーター

技術͈発展͉目覚̱͘い͈̦͜あͤȂそͦͣ

ͬ建設業͜ͅ駆使̱͢う̱͂̀いͥȃ建設業

͉́人手不足・低賃金͈̹͛Ȃ高度̈́技術ͅ

対̳ͥ信頼性͈低下̦懸念さͦ̀いͥȃ特ͅȂ

耐震・耐火・杭偽装͂いう一連͈不祥事́信

頼性̦失わͦ̾̾あͥ現在Ȃ施工管理・検査

͈重要性̦叫͊ͦ̀いͥȃ̹͘Ȃ新築重視̥

ͣ維持・ςέォーθ重視͒ΏέΠ̱Ȃ検査͈

必要性̦̳̳͘͘増大̱̀いͥȃ人͂΋ン

άνーター̦̤互い͈素晴̱ͣさͬ補完̱合

う共存͈時代̦加速̱̀い̩́あͧうȃ

Ȫ吉田正友ȫ

昨年̥ͣ当分科会ͅ参加さ̵̀頂̧̱̹͘ȃ

皆さ̦ͭ͂̀͜優̱̩大変感謝̱̀い̳͘ȃ

私事̳̦́Ȃ子供͈頃̽̀͞い̹ȶ将棋ȷͬ

再開̱̱̹͘ȃ駒ͬ動̥さ̴ͅ何十手先・何

通ͤ͜読̵̫̦̈́ͦ͊̈́ͤͭ͘͘Ȃȶ先ͬ考え

̀対応̱̫ͬ̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȷ建築施工͈分

野͂共通̳ͥ部分͜あͥ気̦̱̳͘ȃ

将棋界͉΋ンάνータ̦ł級棋士ͅ勝̾時代ͅ

̱̹̈́ͤ͘ȃ建設業界͜Ωソ΋ン͈使用̦当

̹ͤ前̥͈͂̈́̽̀̈́ͤ年月̦経̻̳͘ȃ

総論́嘉納先生̦指摘さͦ̀いͥ͢うͅȂȶIT

技術ͬい̥ͅ上手̩利用̧̥́ͥȷ̭͈ͅ業

界͈未来̦掛̽̀いͥ͂感̲̱̹͘ȃ

Ȫ東ȁ琢ȫ

未̺΄ρΉーξーΎー́あͥア΢υΈ人間͈

私͂̽̀ͅȂ建築業界͈機械化・IT化͈目覚

̱͘い進歩͉ͅ付い̀い̩͈̦大変̳́ȃ入

社̱̹Ĳĳ年前ͅ比͓Ȃ施工管理・品質管理技

術͈向上͂͂͜ͅȂ社会的̈́要求͜確実ͅ高

̧̽̀̀͘い̳͘ȃ現場͈Ȃ特ͅ若手͈施工

系社員͉ͅそ̦ͦ負担͉̈́̽̀ͅい̈́い̥Ȃ

ȶ品質管理ȷ͈趣旨ͬ理解̵̴Ȃ̹̺̹̺機械

的ͅ全数検査͈帳票ͬ作成̳̭̦ͥ͂ȶ目的ȷ

͂̈́̽̀い̈́い̥Ȃ͂心配̳̭̳ͥ͂ͧ́ȃ

新技術͈発展̦Ȃ労務削減͞若者͈建設業͒

͈魅力̦̭̾̈́ͥ͂ͬͅ期待̱̀い̳͘ȃ

Ȫ木谷在憲ȫ

最近͈産科診療͉́胎児͈ĴŅ画像͞超音波͈

動画ͬ見̵̀ͣ͜え̳͘ȃ決̱̀興味本位͂

いう͈͉̩́̈́͜Ȃȸ診察技術͈精度向上ȹ͂

いう̭̱͂́͡う̦…

十年一日͈我̦業界́͜Ȃ同様̈́検査技術革

新͈急速̈́普及状況ͬ概観̳ͥ特集̳́ȃ

各論ͅあͥ空港ターη΢σ改修工事̤ͅい̀

͉Ȃ元͈設計図̈́̓当̴̀̈́ͣͅȂ数年ͬ

要̳ͥ天井内͈調査̦計画さͦ̀い̱̹͘ȃ

ΨッΊーΐΏΑテθ͈更新͉́σーΠ͈干渉

̈́̓重要̈́問題̳́ȃĴŅΑ΅λ΢ーͥ͢ͅ調

査͂ŃIM͈最新技術ͬ用い̀Ȃ僅̥数ヶ月́既

存施設͈図面化̦解決さͦ̀い̳͘ȃ

Ȫ桜井和男ȫ

戸建住宅͈床下͈点検͉大変̳́ȃ狭い̱Ȃ

暗い̱Ȃγ΋ς̽͗い̱Ȃ̹͘ͅ小さ̈́蟲̦

い̹時͝ͅ…ȃ運動不足͈私͉̈́̓Ȃ肘͞膝

̦打̻身̈́ͤͅȂ ĳ～ Ĵ日後͉ͅ腹筋̦痛̩

̳̈́ͤ͘ȃそͦͅ引̧換えȂυδッΠ͉͂̀

͜賢いȃ言わ̹̤ͦ͂ͤͅ動̩̱Ȃ文句͜言

わ̈́い̱Ȃ老眼͉̈́い̱Ȃ何ͤ͢住人様͂画

像ͬςアσタイθ́共有̧͈̦̳̱́ͥ͊ͣ

いȃ報告書͜漏̩ͦ̈́Ȃ実感̧͈́ͥ͜ͅ仕

上̦̳ͤ͘ȃさͣͅ精度良̩̥̾アΈτッΏ

ῄȂ́͜価格ͬ抑えͣͦͥ͢うͅȂ後継̨

ͬ育̀̀頂̧̹い͂思い̳͘ȃσンΨ͈機能

̦あ̽̀͜いい̥͜ȃ

Ȫ髙橋秀一ȫ

建物ͬ建̀ͥ際ͅȂ実際ͅ見̀確認̧́ͥ部

分͂いう͈͉意外ͅ少̈́いȃ昨年Ȃ世間ͬ騒

̵̦̹既製杭͈問題̱̀͜ͅȂ杭̦支持地盤

ͅ届い̀い̭̦ͥ͂見̀確認̧̭́ͦ͊ͭ̈́

大騒̴̨̥̹͉̈́ͣ̈́̽́ͅあͥȃ設計図ͅ

͉描̧̩̭̦̦͂́ͥȂ実物ͬ見̭̦ͥ͂́

̧̈́い場合Ȃ施工ίυセΑͬ管理̱状況証拠

ͬ積͙上̬̭ͥ͂̽̀͢ͅ品質ͬ担保̳ͥ͂

いう̭͂̈́ͥͅȃ見え̈́い͈ͬ͜診̭̦ͥ͂

̧́ͦ͊Ȃ直接的ͅ品質管理̧̦́Ȃ管理͜

容易̴͉̈́ͥ́ͅあͥȃテ·Φυΐー͈進化

̽̀͢ͅȂͤ͢多̩͈͈̦͜直接診̀確認́

̧ͥ͢う̭̈́ͥ͂ͬͅ期待̱̀いͥȃ

Ȫ藤丸啓一ȫ

遥̥昔ͅ読̺ͭȶΡρえͭ͜ȷ͈道具ͅ物体

ͬ透視̧́ͥι΄Υ̦あ̹̭̽͂ͬ記憶̱̀

い̳͘ȃ透視͉͂́͘い̥̈́い̵̥̱ͦ͘͜

̦ͭȂ今回͈特集͉άρηッΡ͈内部̥ͣ΋

ン·ςーΠ͞木材͈性状́͘Ȃ様々̈́視点̥

ͣȶ見え̈́い͈ͬ͜診ͥȷ技術̦紹介さͦ̀

̤ͤȂ大変興味深い͈͂̈́̽̀͜い̳͘ȃ建

設業ͬ取ͤ巻̩環境͉Ȃ偽装等ͥ͢ͅ建築物

͈品質ͅ対̳ͥ信頼低下͞技能者不足̈́̓͂

非常ͅ厳̱い状況̳́ȃ検査技術͞IńT技術͈

進歩͉問題解決ͅ向̫͈̀切ͤ札̈́ͥ͂ͅ思

い̳͈́͘Ȃ今後͈更̈́ͥ技術͈発展ͬ願̽

̤̳̀ͤ͘ȃ

Ȫ山口紀宏ȫ

編集後記
施工材料分科会
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はじめに
　京都市では、「建築物の耐震改修の促進に関
する法律（以下「法」という。）」に基づき、
京都市建築物耐震改修促進計画を策定し、市
内建築物の耐震化の促進に取り組んでいる。

法の概要
■法制定の背景
　我が国では、阪神・淡路大震災を教訓に、
平成 7年に法が制定され、耐震改修の促進
が図られた。その後、新潟県中越地震や東日
本大震災を経験し、南海トラフ巨大地震や首
都直下型地震への対策の切迫性が再認識され
たことから、平成25年に法改正が行われた。
■耐震診断の義務化
　法制定当初は、建築物の用途にかかわら
ず、 3階以上かつ床面積1000㎡以上の建築
物を多数の者が利用する建築物（以下「特定
建築物」という。）と位置付け、所管行政庁
の指導・助言の対象とされた。
　平成25年の法改正では、不特定多数の者
が利用する大規模建築物等の所有者に対し
て、耐震診断の義務が課され、その結果を所
管行政庁が公表することとされた。
・不特定多数の者が利用する大規模建築物
病院、劇場、店舗、
飲食店　等

3階以上かつ
5,000㎡以上

・要配慮者が利用する大規模建築物
小中学校、特別支援
学校　等

2階以上かつ
3,000㎡以上

老人ホーム　等 2階以上かつ
5,000㎡以上

※ 上記のほか、危険物を一定量以上貯蔵する
大規模建築物、地方公共団体が指定する緊
急輸送道路等の沿道建築物で、倒壊により
前面道路の過半を閉塞するおそれのある建
築物、都道府県が指定する庁舎、避難所等
の防災拠点建築物も義務対象である。
■認定制度の緩和・創設
　平成25年の法改正では、耐震化の円滑な

促進を図るための措置として、次の①から③
までの認定制度が緩和・創設された。
①耐震改修の計画認定の緩和（法第17条）
　計画認定の対象工法を限定しないことと
し、耐震改修によって増築となる場合でも、
法17条の認定を受けることで、容積率や建
ぺい率が緩和され、耐震改修後も既存不適格
建築物として取り扱うことが可能になった。
②耐震性に係る表示制度の創設（法第22条）
　耐震性が確保されている旨の認定を受けた
建築物に対する「基準適合認定建築物マー
ク」（図 1）が創設された。この制度は昭和
56年 6月以降の新耐震基準により建てられた
建築物を含め、全ての建築物が対象である。

図 1　基準適合認定建築物マーク

③ 区分所有建築物の耐震改修の必要性に係る
認定の緩和（法第25条）
　分譲マンション等は、大規模な改修等で共
用部分を改修する場合、3/4以上の決議が必
要であったが、法第25条の認定を受ければ、
必要な決議が1/2以上に緩和された。

京都市の取組
　京都市では、今年の 3月から、『京都に息
づく「ひと」と「まち」の“いのち”を守る』
というコンセプトを掲げた新たな耐震改修促
進計画をスタートさせ、市民や業界団体と連
携し、目標達成に向けて取り組んでいる。
■住宅の目標設定
　“いのち”を守ることを最優先に、地震時
の被害を減らすため、市民が手軽に利用でき
る耐震リフォーム（まちの匠事業）を耐震化
の重要な核として位置付け、住宅の耐震化率
を平成37年度末までに95％にすることを目
指している。
平成27年度末 平成32年度末 平成37年度末
84.7% 90％ 95％

　また、市民一人ひとりが耐震化の必要性を
理解することが耐震化の向上に繋がると考

え、耐震化に取り組んだ学区数を市独自の指
標として、平成32年度末までに100学区にす
ることを目指している。
平成27年度末 平成32年度末
11学区 100学区

■特定建築物の目標設定
　避難所などの防災活動拠点やこれらをつな
ぐ道路の沿道建築物の耐震化に重点を置き、
特定建築物の耐震化率を平成37年度末まで
に95％にすることを目指している。
平成27年度末 平成32年度末 平成37年度末
86.8% 90% 95％

■市有建築物の目標設定
　市有建築物のうち、防災活動拠点、要配慮
者が利用する建築物、不特定多数が利用する
建築物は、利活用の方針を検討しているもの
を除き、早期に耐震化率100％の達成を目指
している。
平成27年度末 平成32年度末 できるだけ早期
93.9% 95％ 100%

■耐震化に対する補助制度
　京都市では、京町家や木造住宅について、
耐震診断士の無料派遣を行うとともに、密集
市街地における防火対策とあわせた耐震化の
支援を充実させている。
　京都市独自の制度として、傷んでいる柱や
土台の修復、屋根の軽量化など、耐震改修
工事をあらかじめメニュー化し、日常的なリ
フォームとあわせて手軽に利用できる補助制
度（まちの匠の知恵を活かした京都型耐震リ
フォーム支援事業）も設けている。
　木造住宅以外にも、分譲マンション、病院
や避難所などの防災拠点、緊急輸送道路等沿
道建築物、修学旅行生が利用する旅館・ホテ
ルに対する耐震化の補助制度を創設している。

おわりに
　京都市域では、花折断層地震等の内陸型地
震や南海トラフ巨大地震の発生が懸念されて
おり、建築物の耐震化は喫緊の課題である。
　熊本の被災地で応急危険度判定業務に従事
した職員も、地震による建築物の被害状況を
目の当たりにし、日ごろから建築物の点検や
修繕を行い、地震などの災害に備えることの
重要性を改めて痛感した。
　京都市では、熊本地震での教訓を市民と共
有し、耐震化に関心を持っていただき、地震
災害に強いまちづくりに、より一層取り組ん
でいくこととしている。

（やまもと　まさふみ）

山本昌史
1974年生まれ。1997年近畿大学理工学部建築学科
卒業。2013年京都市役所入庁

連 載 No.550
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京都に息づく「ひと」と
「まち」の“いのち”
を守る
―京都市建築物

耐震改修促進計画―
山本昌史
京都市都市計画局建築指導部建築安全推進課耐震企画係長



再
読　

関
西
近
代
建
築

ー
論
考
・
記
事
編
ー

32 建築と社会　 2016.10

 ■関西の論客
　関西建築界における論客というと誰を思い
浮かべるだろうか？　片岡安はおびただしい
論説文を書いて世に問うたが、彼を論客と呼
ぶのはなじまない気がする。というのも、片
岡安の論説は具体的な行動指針であり、現状
の分析だった。彼の議論は常に目の前の問題
を解決する手段なのであって、そのため、そ
れに必要なかぎりの深度しか持たない。政治
家がどれほど多弁でも、それだけでは論客と
呼ばれないのと同じように、片岡は警世家、
あるいは唱導者と呼ぶべきだろう。
　このことを裏返すと、主張や論証のための
行論という枠を越えた議論をおこなえる者が
論客と呼ばれるにふさわしい。では、過剰な
部分を持った議論はなぜ生まれるのか？　常
套的な論点の立て方、理路の進め方に対する
不満を懐いたとき、その行論は自ずから過剰
性、越境性を孕む。議論の仕方そのものを問
い直そうとするならば、そこを疑わない凡庸
な議論と同じ地平にはいられないから、メタ
次元に跳んだり、逆説を弄したりして、そも
そもの前提を揺さぶりつづけることになる。
それまでの議論に冷や水を浴びせ、立ち止ま
らせる力を持った者こそ論客である。
　その意味での関西建築界の論客としては、
まず瀧澤眞弓の名を挙げるべきだろう。瀧澤
は一種のトリックスターとして、しかつめら
しい議論の場を攪乱した。瀧澤が老いたあと
の1970年代に現れたのが福田晴虔である。瀧
澤が屈託のない才人であったのに対して、福
田は、不機嫌そうな学究といった面持ちで発
言しつづけた。
　福田晴虔は1937年生まれ、東京大学建築学
科、同大学院修士課程修了後、東京大学助手
を経て、1968年に大阪市立大学に講師として
赴任した（のち助教授）。1996年に九州大学
大学院教授となり、2002年に定年退職、同大
学名誉教授となるとともに西日本工業大学教
授を務め、2009年に退職した。専門は建築史
である。近著に『ブルネッレスキ』『アルベル
ティ』『ブラマンテ』の「イタリア・ルネサン
ス建築史ノート」三部作（2011～13年）があ
り、また、1994年から96年にはジョン・ラス
キンの著作『ヴェネツィアの石』の翻訳・註
解書を刊行した。『ヴェネツィアの石』翻訳に
対して日本建築学会賞業績賞、『ブルネッレス
キ』に対して建築史学会賞が与えられている。
　こうした西洋建築史の研究に並行して、福
田は『近代建築総覧』の取りまとめ、『近代建
築ガイドブック関西編』出版などに当たって、
関西の近代建築の調査研究に大きな影響を与
えた。そしてまた、『現代日本建築家全集第 2
巻　村野藤吾』での作品解題において、新し

い―知的な企みに満ちた前衛としての村野
藤吾像を描き出した。関西の建築界において、
福田の言説に関心を寄せ、謦咳に接したいと
願った者は少なくなかったはずである。しか
し、『建築と社会』誌上に福田晴虔のまとまっ
た論考が掲載されたことは 2度しかないよう
だ。幸いにしてその二つの寄稿はテーマが関
連しており、あわせてここで再読し、犀利な
論議を味わってみたい。

■大学教育に対する要請と矛盾
　『建築と社会』1973年 1月号の特集は「建
築教育」であった。誌面は「企業内教育」「工
高建築教育」「大学建築教育」の三本の柱で構
成される。ほとんどの原稿は当事者が自分の
直面する問題を訴え、その解決策を示そうと
している。その中にあって、福田の「大学建
築教育における総合化と専門化」はいちじる
しくそのトーンを異にしている。冒頭で彼は
こう言いきる―「私がここで試みようとし
たのは、混迷した現在の大学建築教育に対す
る建設的な提言ではない。むしろそうした意
欲の一片だけでは微動だにしない、それをと
りまくすべての外的な要請と矛盾をひきうけ
て、その必然的な結果としてあらわれている
大学建築教育を描くことであった。……この
ために、あるいは与えられた題名に対して内
容がそぐわないものとなってしまったかも知
れないが、お許しをこう次第である」。この開
き直ったような書き出しを読むと、このあと
に「矛盾」を告発するていのルポルタージュ
が続くかと思うかもしれない。しかし、その
方向にも進まない。
　「日本の大学における建築教育の特色は、
欧米のそれが多くの場合＜建築家＞教育であ
るのに対し、日本では建築家のみならず、建
築にたずさわるすべての技術者教育を目標と
する、いわゆる＜総合型＞であるという点に
おかれているようにみえる。……しかし私は、
こうした説明のしかたには少しく疑問を感じ
ている。……なぜなら、＜建築家教育＞を標
榜しているはずの欧米の大学の場合も、その
教育の内容・形態は……同じく網羅的、＜総
合的＞だからである」と通説に異を唱える。
そこから「建築の＜総合型＞教育は……現代
の世界の建築界に共通した教育方針であって、
それはある共通した外的状況に対応している
のではないか、とも考えられるのである」と
思考を進めていく。
　この先の行論は曲がりくねっている。福田
は話頭を転じて、近代における技術の「専門
化・細分化」の傾向を指摘する。この傾向に
対応して教育は＜専門縦割り＞と＜高度化＞
をめざす。そうした＜縦割り＞＜高度化＞教

再読　関西近代建築
－論考・記事編－
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福田晴虔
「大学建築教育における
総合化と専門化」
『建築と社会』第54集第 1 号

（1973年 1 月号）

石田潤一郎

京都工芸繊維大学
教授

1970年代、大学の大衆化と建築技術の高度
化がともども進行する。それゆえに多くの建
築教育論が戦わされるが、その中にあって、
本論文は該博な知識を踏まえた理論的な考察
の深さにおいて異彩を放つ。福田晴虔氏は西
洋建築史の碩学であるとともに、歴史的な
パースペクティブに立って、建築を根底から
問い直す批評で知られる。比較的早い時期の
論考だが、氏の面目をあざやかに示す一文で
ある。
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育は論理的には専門学校が担うのがふさわし
い。しかし現実には大学が―職能上の専門
分野とは異なる学問上の専門分野に沿って構
成されているはずの大学が―職能教育を受
け持っている。
　「こうした事実を、どのようにうけとめる
べきなのであろうか」。この問いを基点に、福
田は「専門職能教育の理念と、その本来的な
あり方がどのようなものであったかをふりか
えって」いく。彼は学校での建築教育が開始
された（それ以前は設計事務所での徒弟修業
が建築教育であった）19世紀後半の英国へ一
気に立ち帰る。そして、そこで惹起したウィ
リアム・モリスと建築職能団体RIBAとの対立
に照明を当てる。

■芸術と職能
　「専門職能教育における最も重要な目標は、
あくまでもひとつの現実の任務の達成という
点にある。したがって……あらゆる判断を駆
使して任務をなしとげること、そしてそのた
めに必要な＜総合的＞判断を養成すること、
それが重要なのであった。そのような＜総合
的＞判断を含むある技能の体系を、私達は
＜技術＞とよびならわしてきたのであった」。
福田は、そうした技術の総合性を指摘した議
論の代表として、モリスの工芸論を挙げる。
「彼は中世的な手工芸のなかに含まれていた多
かれ少なかれ無意識的な人間の営為を、技術
のひとつのあるべき姿としてひろいあげ、そ
の意義をそうした視点から説いた」。
　しかしRIBAには彼らなりの判断があったと
して、その見解を次のようにまとめる。「そう
した技術の内面的論理と同時に、彼らの技術
水準を客観的に示し、それを大衆にアピール
するという外在的な要請を、その職能教育に
負わせねばならないという事情があった。す
なわち、専門職能集団にとっての教育は、重
要な目的のひとつとして、その職能人の資格
の、客観的判断資料を与えるという要請をに
なっているのである。しかし、技術教育に対
するこうした外在的な要請は、モリス的な技
術の内面的論理と必然的に衝突することとな
る。彼らにとって、そうした技術の内面性、
＜総合性＞に固執することは、彼らの資格の
客観的な評価基準の破綻を招きかねず、か
えって己れの社会的存立を危うくする行為と
して、それを口にすることを慎重に避けなけ
ればならなかった」。
　きわめて圧縮された記述なので、職能論に
詳しい読者以外は論旨が捉えにくいかもしれ
ない。補助線として、福田晴虔が『建築と社
会』誌に寄稿した二つ目の論文「建築技術者
のあり方から見た20世紀の建築」（1998年 9

月号）を参照してみたい。そこでもこの論争
に言及しているからである。「1891年、建築家
登録法の国会上程を目指すRIBAの目論みに対
して、モリスをはじめとする一団はこれを阻
止すべくTimes紙上で一大キャンペーンを開始
している。……彼らは、『建築家』そのものの
存在を否定したわけではなく、それが『プロ
フェッショナル』として社会に位置を占める
ことに反対したのであって、それは『芸術家』
であるべきで国家資格などによって格付けさ
れるべきではないと主張しただけであった」
と書いている。
　第一の論文に戻ろう。教育を建築家という
職能の基準としようとしたRIBAの判断の帰結
を、福田はこう総括する―「技術自体の、
あるいは技術教育の＜総合性＞という観点は、
職能集団によって、少なくとも表向きには放
棄されざるを得なくなる……後にのこるのは、
技術に関する個別的知識を網羅的に寄せ集め
た、regular educationとしての＜総合型＞教
育なのである。＜総合型＞教育は、したがっ
て、技術の＜総合性＞の観念を捨てた職能集
団が採用しうる、唯一の教育方法なのであっ
た」。この総括によって、論文の冒頭で彼が述
べた、現代の大学での「総合型」建築教育が
「必然的結果」であったゆえんは言い尽くされ
ている。

■イデオロギーと科学
　論文は、あとに続く 1ページほどを費やし
て、今後の展望を述べる。今日、技術が科学
とほとんど同義になってきている状況を指摘
し、その結果、「対象の個別性からスタートす
ることにより、その専門性（個別性）を獲得
してきたはずの技術が、今や自然科学的方法
というある普遍的原理から出発して、個別的
対象に到るという、全く逆の過程によって成
立している……現代の技術にとって、対象と
は、一時的な、ゆきずりの＜適用＞の対象に
すぎず、その独自性ということも、技術の単
なる特殊解のひとつとみなされる」と述べる。
そうした、対象から解放された「普遍的な技
術のあり方」を示すものとして、「シミュレー
ション」、すなわち「ある対象をなんらかの視
点からモデル化し、そのモデルについてふる
まいのパターンやシステムを分析・抽出する
ことにより、それをある現実の課題に応用し
ようとする」方法を挙げる。
　ここまで論じてきて、福田はある意味奇妙
な問いかけをおこなう。「シミュレーション」
のような「モデルを設定する視点、モデルに
方向を与えるものは、一体どこからくるので
あろうか」と問うのである。なぜそう問うの
か。「もしそのようなものが存在するのだとす

れば、それこそが技術の＜総合性＞を保証す
るもの」だからだと彼はいう。問いを立てて
おいてすかさず、「それは人間である」という
ような答えは同義語反復で無意味だと釘を刺
す。そのうえで、おもむろに福田は答えを提
示する。それは「人間の考え方―思考の枠
組み、つまり、それは私達がイデオロギーと
よびならわしているものにほかならない」。
　議論の抽象度が高すぎて、文意がつかみに
くいのだが、これを受けての最終のパラグラ
フがまたむずかしい。「この結論に満足し得な
い人は、これまで述べてきたのとは全く逆の
方向、技術の近代化、科学に裏づけられた専
門分化とは全く逆の方向をとらねばならない。
そしてそのなかで、いまだ科学によって汚さ
れていない新しい対象を発見することである。
しかし、所詮は科学の網の目からのがれられ
ない以上、そうした絶望的試みも、結局はこ
れまで述べてきた過程の、拡大再生産につな
がるのである」。
　これで全文が閉じられる。実のところ、文
字の流れだけを追ってくると、問いも答えも
そこまでの議論とのつながりが見えない。起
承のあとは転・転という印象なのである。
　しかし、この文章が世に問われた1973年
1月には、読者はおぼろげにでも、あるメッ
セージを受け取ったのではないか。再度、第
二の論文にヒントを捜そう。モリスとRIBA
の論争について、モリスらの立場を、福田は
「いわば『文化大革命』的な論理」と説明し、
さらに、論争は「建築が『芸術』か否かと
いった文化論ではなく、先頃の中国の場合の
ごとく、むしろ政治論争であるべき性質の問
題」であると分析する。第一の論文での、技
術に総合性を与えるのはイデオロギーだとい
う記述は、こうした歴史的判断の延長上にあ
ると読むべきだろう。そして1973年の読者で
あれば、その記述を目にした瞬間、 3年ほど
前まで大学キャンパスにおいて呼号されてい
た「攻撃的知性」の残響を聞いたはずである。
　1970年代は科学技術の概念が決定的に変わ
る時代でもあった。科学と技術が不可分の存
在となるという指摘は1990年代以降、科学論
の定番的テーマとなるが、福田は20年前にそ
の重大性に気付いていた。シミュレーション
という方法への注目もまた同じく、きわめて
早い。その鋭敏さのゆえに、科学の専横に対
する絶望も深かったのではないか。そう読む
ならば、第一の論文は、途中から「建築教育」
という言葉が出てこなくなるにもかかわらず、
まさに1970年前後の大学での建築教育を規定
しようとしていた「外的な要因と矛盾」を抽
出していたのである。（文中、敬称略）

（いしだ　じゅんいちろう）
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オープンハウスロンドン
　イギリスのロンドンでは、毎年 9月の第 3

週末の 2日間に、オープンハウスロンドンと

いう、建築を一斉に公開するイベントが開催

される。1992年に始まり、近年は毎年700～

800件もの建築が無料で公開され、延べ25万

人が参加するというビッグイベントに成長し

ている。公開される建築も多岐に渡り、歴史

的建築物をはじめ、市庁舎や文化施設などの

公共機関、民間企業のオフィスビルや商業施

設、更に個人の住宅や集合住宅に至るまで開

放される。普段は有料の施設が、この日だけ

無料で公開されるところも多い。

　私は2013年に参加したが、ロンドンの中心

部では、街のあちらこちらにシンボルカラー

であるグリーンのバナーが掲示され、地下鉄

の車内や街角でガイドブックを開いて、次は

どこへ行こうかと思案する人たちをよく目に

した。街全体が、祝祭感に溢れていた。

　人気の建物は行列必至で、2013年はバター

シーの旧火力発電所（写真 1）が再開発前最
後の公開とあり、主催者に聞いたところでは

6時間待ちの行列ができたという。バターシー

は極端にしても、ある程度人気の建物を押さ

えようとすると、如何に効率的に回っても、

1 日 4～ 5件が限界といったところだ。ただ、

列をつくって待つ間にも、前後の人どうしで

「お前はどこに行ってきた？」「ここがお勧め

だ」などと会話が生まれ、市民がイベントを

自然に楽しむ様子が印象的だった。

写真 1　長蛇の行列ができた旧バターシ発電所

　一方、現場の対応は基本的に各建物に任さ

れており、スタッフがお揃いのTシャツで出

迎えてくれる企業や、見学の最後に無料のカ

フェコーナーを設けるビルなどもあり、各建

物が思い思いの趣向で歓待する。この機会を

企業PRに活かそうと、事業を紹介するブース

を設けてスタッフが説明するところも多く、

外務省庁舎の公開では、建物公開よりも事業

紹介のほうに力を入れているように感じたく

らいだ。

　イギリス人建築家、R・ロジャースの代表作

であるロイズ本社（写真 2）は毎年人気の建
物だが、高いセキュリティが求められる保険

会社であるはずなのに、この日はオフィスフ

ロアも開放され、机の上に置かれた書類が見

えるような位置まで近づくことができて驚い

た。案内役のホストが建物について熱く語り、

見学者が熱心に質問をぶつける風景があちら

こちらで見られ、建築に対する愛着と関心を

強く感じた。

写真 2　社員自ら熱心に解説するロイズ本社

　ロンドンを発祥とするオープンハウスは欧

米を中心に各都市へと拡がり、現在はオープ

ンハウス・ワールドワイドという国際的な

ネットワークが組織され、30都市が加盟して

世界的な拡がりをみせている。日本でそこま

で知られていないのが不思議なくらいだ。

生きた建築ミュージアム フェスティ
バル大阪
　大阪市ではオープンハウスロンドンをひ

とつのモデルに、2014年から「生きた建築

ミュージアム フェスティバル大阪（略称：イ

ケフェス）」という建物公開イベントを実施し

ている。大阪市都市整備局を主要部局とする

事業で、2013年から始まり、橋爪紳也（大阪

府立大学）、嘉名光市（大阪市立大学）、倉方

俊輔（大阪市立大学）、そして筆者らからなる

8名の有識者会議が設置された。2013年度は

秋に実験的な公開イベントを試行し、その成

果を検証した上で、2014年から本格的な公開

イベントの開始となった。

　2015年度の 2回目は10月31日（土）と11

月 1日（日）の 2日間を中心に、95件の建物
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「生きた建築
ミュージアム

フェスティバル大阪」
という試み

髙岡伸一

建築家・大阪市立大学特任講師

髙岡伸一
1970年大阪生まれ。
1994年大阪大学工学部建築工学科卒業、
1996年同大学院修士課程修了。
（株）昭和設計勤務の後、2004年に髙岡伸一
建築設計事務所を開設。2006年より大阪市
立大学都市研究プラザ特任講師。生きた建築
ミュージアム大阪実行委員会事務局長。
主な著書に「いいビルの写真集」（パイ イン
ターナショナル、2012）、「生きた建築 大
阪」（140B、2015）、「大大阪モダン建築」
（青幻舎、改訂版2016）など（いずれも共
著）。
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が公開され、延べ約 3万人の参加を得た。公

開建物は北船場の近代建築や御堂筋沿いのオ

フィスビルを中心に、梅田のスカイビルと

いった現代建築や、ミナミの喫茶店や元キャ

バレーといった商業施設、また建築家の黒川

紀章が設計した世界初のカプセルホテルなど、

バラエティーに富んだラインナップとなった。

　普段は入ることのできない建物の内部が公

開され、安井武雄設計の大阪ガスビルや、船

場の近代建築を代表する船場ビルディング

（写真 3）などには行列ができ、参加者はみな
熱心にカメラを構えて写真を撮っていた。三

井住友銀行大阪本店や大林組の歴史館など、

平日しか開いていない施設も特別に週末公開

することで多くの人が訪れ、竹中工務店の御

堂ビル（写真 4）や村野藤吾が設計した左官
会社の浪花組などでは、大工や左官を体験す

るワークショップなども行われた。

写真 3　中庭空間が人気の船場ビルディング

写真 4　受付フロアも公開された御堂ビル

　週末の 2日間開催するというスタイルは、

ロンドンからそのまま取り入れたものだ。 2

日だけでは当然すべての建物を巡ることは不

可能だが、 2日に集約した方が祝祭感が増

し、主催者や建物側の負担も少なくて済むと、

オープンハウスの創始者であるヴィクトリ

ア・ソーントン氏から教わった。主催の大阪

市は人員に限りがあり、公開建物の現場をす

べてカバーすることは無理なので、見学の対

応は基本的には建物の裁量に任せ、主催者は

全体の調整に徹した。どうしても人員が足り

ないところには、市民ボランティアに協力を

お願いした。これもロンドンと同じである。

　公開建物の数と動員はロンドンに遠く及ば

ないが、オープンハウスロンドンも最初は30

件から始まっている。またワールドワイドに

加盟している30都市と比較しても、公開建物

の数では既に中位くらいの規模に相当する。

イケフェスでは建物の公開情報を地図と共に

掲載したガイドブックを無料で配布したが、

公開建物が集中する北船場や御堂筋界隈では、

カメラを肩にかけてガイドブックを手に歩く

人の姿を多く目にすることができた。まさに

ロンドンで見たのと同じ風景が大阪で展開さ

れ、主催者の一人として大きな手応えを感じ

た。

「生きた建築」という価値
　生きた建築ミュージアムの「生きた建築」

というキーワードについて、触れておきたい。

我々はこの事業を通じて、新しい建築の価値

を提示しようとしている。大阪市のホーム

ページには、生きた建築とは「近代建築をは

じめ、大阪の歴史・文化、市民の暮らしぶり

といった都市の営みの証であり、様々な形で

変化・発展しながら、今も生き生きとその魅

力を物語る建築物等」と紹介しているが、も

う少し詳しく解説すると、その特徴は大きく

3つにまとめられる。

　第 1は、概ね20世紀全般を対象期間とした

点である。文化財は建設後50年を経過してい

ることがひとつの目安となり、その中心は戦

前までの歴史的建築で構成されるが、大阪と

いう都市の特徴は、コンパクトなエリアの中

に近代以降、大大阪時代、戦後の高度経済成

長期から大阪万博の時代、そしてバブル経済

期を経て現代に至るまで、各時代の建築が併

存している点にあると考え、「大阪の建築」を

価値付ける上で、幅広い時代をカバーしたい

と考えた。

　特徴の第 2は、近代建築史にその名をとど

める著名な建築家の作品や、特筆すべき建築

のみならず、その地域やある時代を特徴づけ

る、無名の建築やインテリアも積極的に対象

とした点である。例えば喫茶店やバー、レス

トランといった飲食店舗のインテリア空間な

どは、ある時代の都市文化を語る上で、欠か

せない存在だ。

　そして特徴の第 3は、「生きた建築」の価

値を、建築保存における文化財のそれとは異

なるものとした点である。文化財としての建

築の保存においては、オーセンティシティと

インテグリティの保持が重要とされ、とりわ

け竣工時のオリジナル本来の特徴が重視され

る。それは建築をある時代の「遺産」と捉え、

その時点における状態を損なわないように保

存・継承しようとする態度といえる。

　しかし「生きた建築」では、歴史的に古い

建築であっても「遺産」とは捉えず、あくま

で現在の建築として評価する視点を採った。

オリジナルに近い状態で現在も活用されてい

る歴史的建築に、高い価値があることはいう

までもない。しかし多くの建築では、長いラ

イフサイクルの中で所有者が変わり用途が変

更され、その時々の社会状況や所有者の事情

に応じて改修や増改築が重ねられてきた。

　その結果、長い時間を経た建築は、竣工時

から大幅に改変されている場合が一般的であ

る。しかしそこには、所有者をはじめとする

各時代の多様な人々の営みの証が織り込まれ、

その痕跡から、都市の歴史や人々の記憶を読

み取ることができるはずである。

　そこで「生きた建築」では、建築の竣工時

から現在に至るまでのライフサイクル全体を

評価の対象とし、建築から語りうる都市の豊

かな物語性を重視した。従って文化財として

の保存の原則からいえば評価されないいわゆ

る外壁保存の建築であっても、何かが継承さ

れ、そこに積極的な意義が見出せるならば、

「生きた建築」として評価することとした。

　つまり「生きた建築」とは、建築を現代都

市とその活動の構成要素として捉え、時間と

空間の変化のなかに都市の持続を見出し、建

築を都市の語り部として位置付けようとする

ものだといえようか。

　大阪市では有識者会議の議論を踏まえ、大

阪の「生きた建築」を代表するものとして

「大阪セレクション」を制定し、大阪市長名義

で50件の建築を選定してプレートを寄贈した。

その分布と一覧は図 1及び表 1の通りであ
る。
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　時代は20世紀全般を対象としつつも、結果

的には大大阪時代に建てられた船場の近代建

築と、高度経済成長期に建てられた御堂筋周

辺のオフィスビルを中心とする構成となり、

そこにミナミの喫茶店や焼肉レストラン、元

キャバレーといった商業施設が加わり、キタ

は近年の再開発による建物の更新を反映して、

梅田スカイビルの他は地下街の給気塔やター

ミナル駅の商業施設といったインフラに近い

施設が選定された。

イケフェスの反応
　イケフェス実施時に取ったアンケートに加

えて、イベント終了後にインターネットに

よって追加募集した参加者の感想をみると、

有効回答数5000弱のうち、「とても満足」が

52.7％と過半を超え、「満足」を加えると

83.5％という高い満足度を示している。参加

者の属性は女性の割合が高く、住所は大阪市

内と市内を除く府下、そして府外でちょうど

1/3ずつとなった。東京など関東圏からわざ

わざイケフェスに参加した人も多く、北海道

から沖縄まで参加者があった。参加者の年齢

は40代が26.7％と最も高く、次いで50代が

24.1％となり、一般的な近代建築等の建物見

学会の年齢層が比較的高いのに対して、中年

から若年の参加が多く見られたのは特徴的と

いえる。

　自由記述の感想としては、「普段は入れない

場所が見学できたのが良かった」という趣旨

の感想が500件以上と最も多く、次いで「建物

が良かった」「解説が良かった」が400件台と

続く。その他、「大阪のまちの歴史や文化が分

かってよかった」や「建物オーナー、関係者

の思いが分かって良かった／会えて良かった」

など、建物の背景にある都市や人に関心を示

した感想も多かった。

　一方、建物を公開した関係者側の満足度も

高く、「普段使っている建物にこれだけ多くの

人が関心を示したことに驚き、誇りを感じた」

といった感想が多く聞かれ、「自社の建物を理

解する上で、良い社員教育の機会になる」と

いった声もあった。しかし、「現場での参加者

の対応はやはり負担で、一企業だけで対応す

るのは難しい」といった課題も示された。ま

たテナントビルの近代建築では、今回の公開

をきっかけにして空室が埋まったという効果

もあった。

　2015年に実施したイケフェスは、イベント

の規模・動員数共に、国内で実施された一般

向けの建築イベントとしては、先例のない成

功をおさめたといえる。これは我々の提示し

た「生きた建築」という考え方が、建築の価

値として市民や建物関係者の共感を得た結果

であったともいえるだろう。

イケフェスと大阪
　オープンハウスというイベントと大阪とい

う地域性の間には、ある種の親和性のような

ものが感じられる。客観的に検証したわけで

はないが、大阪はオープンハウスを実施する

のに、国内の他都市よりもはるかに適合的な

都市なのではないだろうか。

　まずは都市の規模。もちろん東京には、公

開すべき優れた建築は多い。特に現代建築に

ついては、大阪は東京と比べて随分と見劣り

してしまう。しかし東京でオープンハウスを

実施しようとすれば、規模が大きくなり過ぎ

て組織体制とコストが巨大となり、立ち上げ

分類 　1910年代 　1920年代 　1930年代 1940年代 　1950年代 　1960年代 　1970年代 1980年代 　1990年代

銀行 1926 三井住友銀行
　　　大阪本店ビル 

倶楽部 1924 大阪倶楽部 1930 中央電気倶楽部 
百貨店・
ターミナル

1922 大丸心斎橋本館
1928 髙島屋東別館 

1932 南海ビル 1969 阪急三番街

事
務
所

中高層ビル
1928 長瀬産業大阪本社ビル 
1928 原田産業大阪本社ビル 
1928 武田道修町ビル 

1933 大阪ガスビル 
1938 日本生命本店本館 

1960 輸出繊維会館  
1964 浪花組本社ビル 
1964 御堂筋ダイビル 
1965 御堂ビル

1993 オーガニックビル

超高層ビル 1993 梅田スカイビル 

教会・寺院 1920 川口基督教会 
1922 大阪教会 1962 本願寺津村別院 

ホテル 1965 リーチバー 
［リーガロイヤルホテル］

1979 スリープカプセル 
［カプセルイン大阪］

商業施設
1953 ギャラリー再会 
1955 堂島サンボア バー 
1955 味園ユニバースビル

1963 純喫茶アメリカン 
1968 食道園宗右衛門町
　　　本店ビル 

都
市
居
住

非木造
（複合用途） 1925 船場ビルディング　 1958 西長堀アパート　

近代木造
（複合用途）

1924 清水猛商店 
1928 北野家住宅 

モニュメント・タワー 1956 通天閣 1963 梅田吸気塔 

転
用
・
保
存
構
法
等

レストラン等 1912 北浜レトロ
         ビルヂング 

1922 新井ビル 
1925 今橋ビルヂング
1926 ルポンドシエルビル
1927 芝川ビル 

1931 堺筋倶楽部 

テナント等 1921 青山ビル 
1923 伏見ビル 

1930 生駒ビルヂング 
1935 江戸堀コダマビル 

保存・
活用構法

1918 グランサンクタス
         淀屋橋 1925 ダイビル本館 1935 大阪証券取引所ビル 1961 大阪商工信用金庫本店

都市開発 1970 マヅラ ［駅前第１ビル］
1970 船場センタービル 

表 1　大阪セレクション50件の一覧

図１　大阪セレクション50件の分布
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のハードルが非常に高くなってしまうだろう。

大阪のように、とにかくやってみる、という

ことは難しいのではないか。

　逆に大阪以外の地方都市では、公開建物の

数や密度に限界があり、建物を巡るための移

動距離が長くなって、都市の回遊性を生みだ

しにくい。それに比べてイケフェスは、公開

建物のほとんどが環状線の内側におさまって

いて、特に淀屋橋や北浜から本町にかけての

北船場地区には、歩いて巡れる範囲に約30件

もの建物が集中している。

　京都や金沢では、木造町家を対象とした同

様のイベントが行われ、青森の弘前が前川國

男の作品を、また高松では丹下健三の作品を

資源にして、公開やツアーなどを実施してい

る。即ちテーマ型の公開イベントだ。それに

比べて大阪のイケフェスは、近代建築から現

代建築まで、前述の「生きた建築」をキー

ワードに多種多様な建築を対象にした、総合

的な建築イベントとなっている。それが可能

なのも、前述の通りコンパクトな範囲に多様

な建築が併存する、大阪という都市ならでは

といえる。

　また、大阪人気質といったものも有効に働

いている。公開する建物の関係者のホスピタ

リティが、とにかく素晴らしいのだ。皆無

償のボランティアによる協力にも関わらず、

せっかく見に来てくれるのだからと、どの建

物もサービス精神たっぷりに見学者を迎えて

くれる。なかにはトークイベントやワーク

ショップを企画したり、お土産を用意するな

ど独自の企画を考える建物もあり、訪れる参

加者を飽きさせることがない。

　そしてもうひとつ強調しておきたいのは、

この事業が 3年の短期間で突然に成功したも

のではないということだ。戦前までの近代建

築が数多く残る北船場地区では、10年以上に

渡って地域と建物所有者、そして大学と行政

が連携して、地域資源としての近代建築を活

用した、地域活性化の取組を地道に続けてき

た。その間に蓄積されてきた建物公開の方法

や現場の対応などが、イケフェスの実施に当

たって基礎のようなものを形づくっている。

何よりこの間に産官学の間で築いてきた信頼

関係が、かけがえのない財産となっている。

不特定多数の者に対して建物を公開するとい

う行為は、建物関係者にとっては非常にリス

クの高いことである。初めて扉を開く企業や

団体にとっては、何が起こるか予想が付かな

い。しかしイケフェスの核を形成する北船場

での実績があるおかげで、他のエリアへ対し

ても具体的な説明をすることができ、相手を

安心させることができた。イケフェスの成功

は、大阪市や有識者会議を構成する我々がこ

れまで積み重ねてきたことの、ひとつの成果

なのである。

イケフェスが目指すもの
　今から40年前に、「生きた建築」について

語っている人物がいる。建築評論家の長谷川

堯氏だ。『建築有情』と題された新書の冒頭で、

氏はこのように書いている。

しかしそれにしても、日本では建築とかそ
れを囲む都市というものに対して一般的な
「人気」が少ないように思われる。いや、そ
うでもない、奈良や京都の古社寺への訪問
者たちは変わらずに続いているし、あるい
は明治村のような野外博物館には年間百万
人を超える入場者がある。それに倉敷とか
妻籠といった古い街並みに対する若い女性
たちの人気も話題になっているではないか、
と誰かに反論されるかもしれない。しかし
それらはいわゆる「文化財」に対する関心
が中心であり、あるいはまた非常にあいま
いな感傷、郷愁といった気分に誘われた人
気ではないだろうか。私がここでいうのは、
現に実際に使われているような、いわば生

4

きた
4 4

建築そのものについての関心なのだ。
それはあきらかに低い。（傍点原著者）

　基本的には、今も状況は40年前と変わらな

いように思われる。著名な現代建築家による

建築作品が、メディアを通して少しは関心を

持たれるようにはなったかもしれない。しか

し目の前に広がる都市と、その都市を構成す

る建築一般に対する関心は、相変わらず低い

と言わざるを得ない。「生きた建築ミュージア

ム フェスティバル大阪」は、建築評論家が40

年前に指摘した、「生きた建築」への社会の

「関心」を高める実践の試みといえる。逆にい

えば、この40年間の間に、一体どのような試

みが社会に対してなされてきたといえるだろ

うか。

　「生きた建築ミュージアム事業」は、大阪

市の事業としては2015年度で一区切りを付

け、今年はイケフェスでの建物公開に中心的

な役割を担った民間企業と、大学人を中心に

実行委員会を組織した（大阪市も委員として

参画）。資本を持たない任意組織のため、当面

は企業協賛や寄付に頼りつつ、イケフェスを

継続して開催していくことが現実的な目標と

なる。ワールドワイドにアジアの都市として、

初めて加盟するかどうかも大きな検討事項と

なるだろう。

　しかし、我々の目的はイベントの開催では

ない。都市を構成する建築のもつ価値と魅力

を大阪の新たな都市魅力として発信し、社会

における建築文化を育むことで、市民の都市

に対する関心を高めてシビックプライドを醸

成し、大阪の文化的な都市再生に寄与するこ

とが目的である。魅力的な建築を増やすので

はなく、建築に関心をもち、我が街の建築に

ついて語ることのできる市民を増やすことだ。

　ロンドンのヴィクトリア・ソーントン氏

は、ヒアリングの際に「オープンハウスの目

的は観光ではない。ロンドン市民に対する教

育だ。」と言い切った。とりわけ子どもに対す

る建築教育には力を入れていて、オープンハ

ウスロンドンを主催するオープンシティでは、

オープンハウスの開催だけでなく、子どもを

対象とした「アーキキッズ」というイベント

を開催し、学校における建築教育のカリキュ

ラムを開発して、学校教員に対する建築のレ

クチャーなども行っている。大阪でもいずれ

組織を法人化し、子どもや市民に対する建築

教育の機会を増やし、様々なアプローチで建

築の面白さを伝え、都市に対する愛着を育む

大阪の建築文化のセンターに育てていきたい。

　今年の「イケフェス」は、11月 5日（土）

と 6日（日）の 2日間に開催される。幸い各

企業の協力を得て協賛金も集まり、76件の建

築公開が決定している。今年からガイドブッ

クは有料となり、 9月の下旬には大阪市内

の主要書店に並ぶ予定だ。是非一人の市民と

なってイケフェスに参加し、大阪の建築の面

白さ、街の魅力に触れていただきたい。（詳細

は公式ホームページhttp://ikenchiku.jp）

（たかおか　しんいち）
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序論
　近年の電力需給逼迫の懸念や度重なる電気
料金の値上げなど、建物における省エネ・節
電対策推進を迫られる中、その対策が底をつ
いてきた感がある。
　そこで今回は地下駐車場換気設備に着目
し、自動車排出ガスに含まれる有害物質濃度
に応じた制御により電力量が大幅に削減でき
たので報告するとともに、有用な換気制御シ
ステムの提案をする。

本論
背景
　ビル等建物に設置される面積500㎡以上の
駐車場には「その内部の空気を 1時間につ
き10回以上直接外気と交換する能力を有す
る換気装置を設けなければならない」（駐車
場法施行令12条）と規定されている。しか
しながらこの法律の施行は1957年のことで
あり、排ガス規制強化やハイブリッド車など
の次世代自動車比率の増加により、排出ガス
に含まれる有害物質は同法施行当時と比べて
格段に低減している。
　そのようなことから、自動車排気ガスに含
まれる有害物質でもっとも危険である、一酸
化炭素（CO）濃度に応じた換気装置の制御
を行うこととした。
実験概要
　実験は、大阪市内の各種店舗、事務所、マ
ンションが入る延床面積約12,000㎡の複合
ビルの地下 1階、 2階の地下駐車場を用い
た。駐車場の床面積は地下 1階1,277㎡、地
下 2階1,173㎡である。地下 1階はレスト
ラン来客用21台、事務所所有車用12台、マ
ンション入居者用 2台。地下 2階は事務所
所有車用14台、同オートバイ用50台、マン
ション入居者所有車用 9台である。この 2
フロアの換気は、11kWの排気装置 1台で
行っている。
　これまで当該地下駐車場の換気装置は 1

日に 4回、それぞれ 1時間30分～ 2時間30
分間作動し、他の時間帯は停止するようタ
イマで制御していた。それを実験ではCOセ
ンサ制御に変更した。COセンサ（写真 1）
は、図 1の通り地下 1階、 2階に計 8台設
置した。

写真 1　COセンサ「KS-7DU」

地下1階

地下2階

地下1階のモニタの代表点
・地下1階の北西角
・レストラン来客用駐車場付近

地下2階のモニタの代表点
・地下2階の一番奥
・事務所用バイク駐輪場付近 壁面（床上1600mm）4か所

天井ダクト内（床上2300mm）1か所

⑦ ⑥

⑤

③ ②

①④

⑧バイク駐輪場壁面（床上1600mm）3か所

図 1　COセンサの配置

　ACGIH（米国産業衛生専門家会議）のCO
許容濃度が25ppmであることから、 8台の
COセンサのいずれかがCO濃度25ppmに達
すると換気装置を作動させ、CO濃度20ppm
に下がると 2分間の残置運転ののち換気装
置を停止させるシーケンスを組んだ。
実験結果
　地下 1階のレストラン来客用駐車場など
の図1⑥センサのCO濃度と、地下 2階のバ
イク駐輪場付近の①のセンサのCO濃度、お
よび換気装置作動状況をグラフで表した。図
2は、実験期間中に換気装置がもっとも多
く作動した平日のグラフである。①のCOセ
ンサは、午前10時過ぎに地下 2階のオート
バイが入出庫により 2回、午後 2時過ぎに
事務所所有の自動車の入出庫により 3回、
CO濃度25ppmを超え、都合 5回換気装置が
作動した。
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図 2　平日の換気装置作動状況

　図 3は、実験期間中に換気装置の作動が
もっとも少なかった休日のデータである。午
後12時過ぎにレストラン来客者の自動車入
出庫のためCO濃度25ppmを超え換気装置が
作動したが、数分後には20ppm以下になり
停止した。休日であるため事務所所有車及び

オートバイは利用されなかったため、この日
の換気装置作動は 1回だけで、昼間はCO濃
度 5～10ppm程度で推移した。
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図 3　休日の換気装置作動状況

　図4は、換気装置作動による消費電力量の
2週間トレンドである。換気装置作動による
2週間の消費電力量は13kWhであり、仮に
連続作動していた場合は1,236kWhである。
1年間で換算するとその差は29,664kWhと
なり、電力料金19円／kWhで計算すると約
55万円電力料金を削減したことになる。
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図４　消費電力量 2週間トレンド
考察
　センサは給排気の流れを考慮し壁面に、
1フロア当たり 3～ 4台、人の顔の高さに
設置したが、実験結果より適切であったと考
える。つまりセンサは床面積約400㎡当たり
1台、約1.5mの高さに設置することが妥当
であると考える。さらに空気の滞留を避ける
ため、 2時間以上換気装置が停止し続けた
ときには 6分間（換気回数 1回）作動する
という制御としたい。

おわりに
　平成27年国交省において「路外駐車場の
換気基準に関する検討委員会」を設置し、検
討の結果、平成28年には換気基準を緩和す
ることになった。
　しかしながら、駐車場法の趣旨を鑑みると
排気ガスに含まれる有害物質濃度に応じた換
気装置の制御を行うことが、換気と省エネと
を適確に両立させるのに有効な手段であると
考える。

（なべしま　ゆきひろ）（ありむら　なおと）

（なかやま　まさき）

鍋島以宏
2009年に大阪ガス都市開発㈱入社

有村直人
2011年に大阪ガス都市開発㈱入社

中山正樹
1981年に新コスモス電機㈱入社

連 載 No.419

設備の頁
地下駐車場換気装置用
COセンサ制御システム
鍋島以宏
大阪ガス都市開発株式会社　技術管理部　マネジャー

有村直人
大阪ガス都市開発株式会社　技術管理部　副課長

中山正樹
新コスモス電機株式会社　営業開発部　副部長
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第38回〈プロのノウハウ〉講座
『直感で理解する！

構造設計の基本』
出版記念講演会
講師　山浦晋弘
安井建築設計事務所 大阪事務所 構造部長
大阪市立大学　非常勤講師

司会進行・記録　西博康
出版委員会委員長

　2016年 8月 5日（金）、TOTOテクニカル
センター大阪において、第38回〈プロのノウ
ハウ〉講座、『直感で理解する！構造設計の
基本』出版記念講演会が開催されました。定
員を上回る応募があり、感謝申し上げます。

会場の様子

　「手計算世代から次の世代に送るエール～
信頼され、愛される設計者になるために」と
題した今回の講演では、著者である講師の山
浦晋弘氏より、本書のタイトルにもある「直
感」を養うため、若いうちは「定規を使わな
いこと」「ソフトに頼らず、手計算を行うこ
と」と、基本を繰り返し体で覚えることの重
要性を説明されました。

また、クライアントの理解を得るため、「わ
かりやすい文章を書くこと」も重要であると
語られました。

山浦晋弘氏

　本書の内容と同様、難しい理論から始める
のではなく、まずは身体感覚から理論に落と
し込んでいく過程を説明するため、手書きの
イラストも多用した内容でした。
　特に綱引きの姿勢から力学構造の話につな
げる流れなどは、参加者も身を乗り出して聞
き入っていたことが印象的でした。

綱引きの姿勢から力学構造を説明する

　講演の内容は技術的な視点にとどまらず、
「構造設計者とはどうあるべきか」といった、
特に若い世代に向けての仕事に対する姿勢を
説いており、大学で講師も務めている著者の
経験からくる率直な想いと感じました。

　仕事にあたってはすぐに「できない」と言
うのではなく、「（こうすれば）できる」「（こ
の条件であれば）できる」という答え方をす
ることや、「時間をデザインする」という意
識を持ち、相手を待たせないよう、情報提供
のタイミングを計ることなど、仕事に対する
取り組み姿勢を語られておりました。

若い世代へ向けた印象深いメッセージも多かった

　定刻の 2時間はあっという間に過ぎ、盛
況のうちに終了いたしました。
　終演後のアンケートでは、テキストや講
演会の内容について、ほとんどの参加者から
「満足した」との回答をいただき、また、会場
については全員一致で適切との感想でした。
　講演会の記録は安井建築設計事務所の
WEBサイトに掲載されている（＊）ほか、建
設通信新聞（ 8月10日）、建設工業新聞（ 8
月18日）にも記事として掲載されました。
　山浦氏をはじめ安井建築設計事務所の関係
各位、会場をご提供いただいたTOTO様に改
めて感謝申し上げます。
　当日、ご参加頂けなかった方にも、是非ご
購読頂ければと存じます。

＊ http: / /www.yasui -archi .co. jp/ys -
today/20160825-1.html

M e m b e r ’ s　 F o r u m

会員投稿の頁

アンケート集計結果
参加者の年齢層は20代から
60代までまんべんなく広
がっている。大学で講師を
されている山浦氏の呼びか
けもあってか、学生の方も
参加されていた。講演会を
知ったきっかけでは、知人
等の紹介が半数近くを占
め、口コミによる書籍内容
の好評さが垣間見られた。

60代
8人
20％

50代
7人
17％

40代
10人
24％

30代
7人
17％

20代
9人
22％

「建築と
社会」を
見て
7人
15％

大阪府建築
士会の案内
5人
10％

メール・
インターネット等

6人
13％

参加者の年齢層 参加者の所属 講演会を知ったきっかけ

紹介
（友人・知人・
上司等）
21人
45％

その他
8人
17％設計事務所

17人
37％

施工会社
17人
37％

その他
9人
20％

学生
3人
6％
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▶街を巡る写真展／フィールド・ミュージアム
　村井修 半田写真展　－めぐり逢ひ－

半田赤レンガ建物 メイン会場 旧中埜半六邸 会場

歴史ある建物や町並みが多く残る愛知県半田市。この半田市を舞
台に、同市出身の写真家・村井修（87）の大規模な写真展を開催
する。美術館ではなく市内の貴重な建物を会場とする、日本史上
最大規模の 1 作家による写真展覧会である。秋風そよぐ半島の運
河。醸造・海運の名残りを感じながら、大小さまざまな会場を巡
る。
村井修は、昭和 3 （1928）年、半田市の歯科医の家に生まれた。
戦時中の学徒動員では同市・旧中島飛行機で戦闘機組立作業に従
事し、戦後、東京へ出て写真家の道へと進む。敗戦後の日本と歩
みが重なりあう写真家の活動は、多彩な活躍が国内外へと大きく
広がった。休むことなく今日まで撮り続けられた写真の数々には、
国内外の表象、歴史の断片が活き活きと刻まれている。
写真家・村井修の写真には、建築、美術、造形、文化や風土の変
遷が、広範に色濃く写し撮られている。専門性を問わず、観る人
によって視点や解釈を様々に愉しむことができる。アナログ時代
のヴィンテージ写真がもつ豊かな表情。見覚えのある風景。出逢
いや新たな発見。写真展の英語タイトル「CROSSING PATHS」
は、そんな巡り逢いの交差点。 写真は出逢いの瞬間を永遠に閉じ
込める芸術でもある。

■会　期
10月16日（日）まで（入場無料）
■会　場（①③は会期中無休、②④は木曜日休館）
①半田赤レンガ建物〈メイン会場〉（愛知県半田市榎下町 8番地）
　9：00～17：00　Tel.0569-24-7031
②旧中埜半六邸（愛知県半田市中村町1-7）
　10：00～17：00　Tel.0569-89-2925
③松華堂ギャラリー（愛知県半田市御幸町103）
　10：00～17：00
④街かどサロンかめとも（亀崎）（愛知県半田市亀崎町4-141）
　10：00～16：00　Tel.0569-77-2186

■問合せ
半田市教育委員会生涯学習課
Tel.0569-23-7341　Fax.0569-23-7629
村井修半田写真展実行委員会・東京事務局メール
muraihanda@gmail.com

生誕300年
若冲の京都　KYOTOの若冲1

伊藤若沖は京都錦小路の青物
問屋の長男として、300年前
の正徳 6 （1716）年に生ま
れた。 4 代目として父親を
手伝いながらも、絵を描くこ
とに夢中だった若冲は、40
歳の時に早々に“隠居”し、
3 歳下の弟に家業を任せ、
本格的に作画に打ち込む。そ
して、寛政12（1800）年に
没するまで、写生的、装飾的
な花鳥画と斬新なタッチの水
墨画によって異色の画風を作
り上げた。
緻密な描写で描く動植物は生
命力に溢れていて、実物と見
紛うばかりの美しさに人々は
魅了された。家業の青物問屋
を継ぐことより、絵を描くこ
とを選んだ若冲であったが、
子供の頃から慣れ親しんだ市
場の光景が影響しているの
か、若冲の作品には、野菜や
魚も多く描かれている。
この時代の京都の画家たちには、江戸ではあまり見られなかっ
た“自由性”があり、狩野派、琳派などに代表される個性的な作
品を描く画家が多かった。とりわけ若冲は流派にとどまることな
く、中国画を参考にし、写実的で装飾的な花鳥画や、斬新なタッ
チの水墨画などでその才能を発揮し、異色の作品を数多く残して
いる。
本展は、伊藤若沖の生誕300年を機に、若沖の画業を通して、そ
の独自の世界観、優れた作品の数々が、18世紀の京都だからこ
そ生まれたことを再確認する、京都と伊藤若沖の関わりをひもと
く展覧会である。

期　　　間　10月4日（火）～12月4日（日）
　　　　　　9：00～17：00（10/8、9は19：00まで）
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし10/10は開館）
会　　　場　京都市美術館
　　　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町124（岡崎公園内）
　　　　　　TEL.06-4950-7555（展覧会事務局）
観　覧　料  一般1,200円、高大生1,000円、小中生500円
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊小中生は土日祝無料

i n f o r m a t i o n

老松鸚鵡図　個人蔵
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高橋由一から藤島武二まで
日本近代洋画への道
山岡コレクションを中心に

2

江戸末期、日本は開国により、政治、経
済、医学、文化、産業とあらゆる分野に
おいて西洋化がなされ、大きく転換して
いった。美術では、西洋画の持つ写実的
な表現に魅了された画家たちによって熱
心に研究がなされた。 
本展では、実業家・山岡孫吉氏（1888
－1962、ヤンマーディーゼルの創業者）
によって蒐集された作品を中心とした日
本近代洋画史上貴重な「山岡コレクショ
ン」から高橋由一、山本芳翠、黒田清
輝、藤島武二、青木繁などの名品約30
点を紹介する。

期　　　間　12月11日（日）まで
　　　　　　10：30～19：00
　　　　　　※入館は18：40まで
休　館　日　火曜日
会　　　場　中村屋サロン美術館
　　　　　　東京都新宿区新宿3-26-13　新宿中村屋ビル 3階
　　　　　　TEL.03-5362-7508
観　覧　料　一般300円
　　　　　　＊高校生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

マリメッコ展
－デザイン、ファブリック、ライフスタイル3

フィンランドを代表するデザイ
ンハウス、マリメッコは1951
年、アルミ・ラティアによって
ヘルシンキで創業された。マリ
メッコが生み出す布地の柄は、
多くがフィンランドの伝統的な
モチーフや自然に着想を得つつ、
大胆でカラフル、抽象的なデザ
インであった。そうした柄の映
えるシンプルなカッティングの
服は、高い人気を呼ぶ。その後
製品は家庭用品やインテリアに
まで展開され、マリメッコは今
日、日本を含む世界中で絶大な
人気を誇っている。
本展は、ヘルシンキのデザイ
ン・ミュージアムの所蔵作品か

ら、ファブリック約50点、貴重なヴィンテージドレス約60点、
デザイナー自筆のスケッチ、各時代の資料などを通して、マリ
メッコの60年にわたる歴史をたどり、個性あふれるデザイナー
の仕事ぶりと活躍を紹介する、国内初の大規模な巡回展である。

期　　　間　10月8日（土）～11月27日（日）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　水曜日（ただし11/23は開館、11/24は休館）
会　　　場　西宮市大谷記念美術館
　　　　　　兵庫県西宮市中浜町4-38
　　　　　　TEL.0798-33-0164
観　覧　料　一般800円、高大生600円、小中生400円
　　　　　　＊20名以上の団体は各料金から200円割引
　　　　　　＊ ココロンカード・のびのびパスポート提示の小中生

は無料
　　　　　　＊ 西宮市在住の65歳以上の方は一般料金の半額（要証明）
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

恐竜博20164

いつの時代も子供か
ら大人までひきつけ
てやまない、夢と驚
きに満ちた恐竜の世
界がやってくる。
“二大肉食恐竜”ス
ピノサウルスとティ
ラノサウルスをハ
イライトに、世界各
地から新発見の恐竜
や、最新の研究成果が集まる。会場で、恐竜研究の最前線を実感
していただきたい。

期　　　間　2017年1月9日（月・祝）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　なし
会　　　場  大阪文化館・天保山（海遊館となり）
　　　　　　大阪市港区海岸通1-5-10
　　　　　　TEL.050-5542-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,500円、高大生1,000円、小中生800円
　　　　　　＊未就学児無料

高橋由一《鮭図》
1879－80年

笠間日動美術館蔵

ドレス《キヴィヤルカ》、1957年
　ファブリック《ピッコロ》

（ピッコロ［擬音］）、1953年、
服飾・図案デザイン：

ヴオッコ・ヌルメスニエミ
Design Museum Archive

水中で活動するスピノサウルス（復元画）
ⒸDavide Bonadonna 
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動き出す！絵画　ペール北山の夢
－モネ、ゴッホ、ピカソらと大正の若き
洋画家たち－

5

明治末から大正初期、
日本ではヨーロッパ美
術への関心が高まっ
た。青年画家たちは、
発表の場、情報の入
手、生活費などの問題
を抱えていたが、それ
を裏方として支え、近
代美術の発展に寄与したのが北山清太郎である。画家たちは、パ
リでゴッホら多くの若い画家たちを支えた画材商のペール・タン
ギー（ペール＝おやじ）になぞらえて、ペール北山と呼ぶように
なった。
本展では、大正期の日本における西洋美術への熱狂と、それに影
響を受けながら展開した前衛的な近代日本美術の動向を、“北山
清太郎”という人物を手がかりにひもとく。

期　　　間　11月6日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00（金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし10/10は開館、10/11は休館）
会　　　場　東京ステーションギャラリー
　　　　　　千代田区丸の内1-9-1
　　　　　　TEL.03-3212-2485
観　覧　料　一般1,000円、高大生800円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方は100円引き
　　　　　　　（介助者 1名は無料）

LIVING & DESIGN 20166

2009年からスタートした住空間の国際見本市『LIVING & 
DESIGN』。 8 度目を迎える今回は“テクノロジーが創り出す次
世代のリアルデザイン”をテーマに開催される。

期　　　間　10月12日（水）～10月14日（金）
　　　　　　10：00～18：00（最終日は17：00まで）
会　　　場　大阪南港ATCホール
　　　　　　大阪市住之江区南港北2-1-10
　　　　　　南港ポートタウン線　トレードセンター前駅下車
入　場　料  1,000円（招待状持参者、事前登録者は無料）
問　合　せ　LIVING & DESIGN 実行委員会 事務局
　　　　　　大阪市中央区北浜2-1-23　日本文化会館ビル 8階
　　　　　　TEL.06-6210-1969
　　　　　　URL：www.living-and-design.com

▶中之島図書館と野口孫市の建築術
　－明治の大阪に、ある秀でた建築家がいた
建築における明治前期
は、西洋文明を直接的
に摂取した辰野金吾な
どの第 1 世代の時代で
あったが、その世代は
文明の移入そのものが
目的だった。それに続
く野口孫市（＊）など
第 2 世代の建築家たち
は、明治後期という文化的成熟を迎えた時代の中で、それぞれに
独自の輝きを放っていた。
その中で野口孫市は、「ものとしての建築」の移入ではなく、「空
間の経験や意味としての建築」を豊かにデザインしようとしてい
た。これはイタリア・ルネサンス期の考え方にも通じ、また後の
時代のモダニズムへの胎動であったとも考えられる。
今回の展覧会では、ほぼ同時期に設計と建設が進められていた中
之島図書館と住友家須磨別邸に焦点を当て、「野口孫市は何を考え
ながら設計しようとしていたのか？」という彼の建築術に迫るこ
とを試みた。

＊ 野口孫市は、住友本店臨時建築部の最初の建築家で中之島図書
館や住友家須磨別邸を設計した。

＜展示会＞
期　間　10月26日（水）～11月30日（水）
会　場　大阪府立中之島図書館 3 階記念室・多目的スペース 2
観覧料　無料

＜講演会＞
■野口孫市の建築術■
講　師　日建設計　顧問　林和久氏
日　時　11月19日（土）　15時30分より
会　場　大阪府立中之島図書館別館 2階 多目的スペース 3
申込先　指定管理者　㈱アスウェル
　　　　TEL.06-6203-0474（先着順）
参加費　500円

開　館　月曜日～金曜日　9：00～20：00
　　　　土曜日　　　　　9：00～17：00
休館日　日曜日、祝日（ただし11/6、展示会場は開館）

本欄掲載の 1～ 6の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

i n f o r m a t i o n

フィンセント・ファン・ゴッホ
《雪原で薪を集める人びと》1884年

吉野石膏株式会社蔵（山形美術館に寄託）

 大阪府立図書館　断面図



新
製
品
レ
ヴ
ュ
ー

43

目指したのは、サイディング
らしくないサイディング
　これまでは石や木など、本物の素材

を模したものが圧倒的に多かった窯業

系サイディングですが、ニチハでは創

業6 0周年の今年、原点に立ち返り、シ

ンプルでフラットな窯業系サイディン

グを発売しました。

　このCOOLには、「ミライア」と「メ

モリア」の二種類があります。ミライ

アでは、ピアノブラックやウルシレッ

ドをはじめ、シルエットが映り込む鏡

面フルグロス仕上げのモノカラーが1 3

色 と 、 大 理 石 調 が 3 色 、 メ モ リ ア は

マットな質感が特徴でアースカラーを

中心に15色を取りそろえています。

四方合いじゃくりと専用部材で
美しい仕上がり
　サイズは16mm×455mm×1820mm。

四方に合いじゃくり加工が施してあるた

め、板の間にシーリングがいりません。

また、出隅や入隅には鋼板製の専用部材

をステンレスヘアライン、ライトシル

バー、シャイニーステン、ホワイト、ブ

ラウン、ブラックと、サッシ色に合わせ

て６種類取りそろえているので、指定の

工法で工事をすれば、シーリングは開口

部のみとなり、建物をすっきりとスタイ

リッシュに見せることができるだけでな

く、10～1 5年程度メンテナンスが不要

になります。

アイデア次第で、さまざまな
コーディネートが可能に
　全面使いで、色違いで、または同じ

色の艶あり艶なしで、さまざまな組み

合わせが可能なCOO Lは内装にも使用

できるので、オープンカフェのような

スペースでも自由自在にデザインが可

能です。

　商業スペースにも学校にも施設にも

住宅にも、見せたいイメージどおりの

「壁」をニチハがご提供します。

企画広告
新製品レヴュー

COOL
鏡面仕上げのフラットな
窯業系サイディング
外壁にも、内装にも

ニチハ株式会社　市場開発部
窯業系外装材、金属製屋根とサイディングの
製造と販売を手がける外装材メーカー。創業
時のハードボード事業から展開し、国産の木
材チップを原料にしたエコな外壁材はオフ
セットサイディングとして、2013年にグッ
ドデザイン賞、2015年ウッドデザイン賞、
2016年レジリエンスアワード最優秀レジリ
エンス賞（住宅・建築）などを受賞

●大阪
〒550-0015　大阪市西区南堀江1-4-19
（なんばスミソウビル）
TEL.06-6532-3008
http://www.nichiha.co.jp
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日本建築協会
月間の動き  平成28年 8月

理事会
第 4 回常任理事会
8 月26日（金） 16：00～18：30
日本建築協会会議室
出席者　香西会長ほか 8 名
議　事 （ 1 ）100周年記念事業のテーマ
　　　（ 2 ） 100周年記念事業資金計画、

予算、賛助金
　　　（ 3 ） 記念表彰
　　　（ 4 ）イケフェスとの連携
　　　（ 5 ） 100周年プレイベント近代建

築見学会
　　　（ 6 ） 日本建築協会100年史　1917

－2016（仮題） 
　　　（ 7 ） モダンエイジの建築遺産―

「建築と社会」誌を再読する
　　　（ 8 ） Ｕ-35委員会　協会100周年

記念事業企画案

編集委員会
第 5 回広告企画・編集合同委員会
8 月 8 日（月） 17：00～18：00
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 9 名
議　事（ 1 ） 9 月号特集　人口減少社会の

まちづくり
　　　（ 2 ） 10月号特集　施工管理・検査

に関する新たな技術の展開－
非破壊・三次元データ等を用
いた合理的な調査技術の創出
－（仮）

　　　（ 3 ） 11月号特集　構造を支える人
と技術のつながり

　　　（ 4 ） 12月号特集　領域の消失～新
しい界隈性と拡張する建築の
領域（仮）

　　　（ 5 ） 1 月号特集　 「ニュータウン
から学ぶこれからの「計画」
（仮）

　　　（ 6 ） 2 月号特集　私の空間作法
　　　（ 7 ）広告依頼先検討
第 5回 ｢建築と社会｣ 100周年記念号編集
委員会
8 月 8 日（月） 18：10～19：20
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ）企画の検討
第4回計画系分科会
8 月22日（月） 18：45～20：00
日本建築協会会議室
出席者　田中幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ） 1 月号特集の企画
第4回設備分科会
8 月 2 日（火） 18：05～19：35
日本建築協会会議室
出席者　橋本幹事ほか 8 名
議　事（ 1 ） 設備の頁の企画
　　　（ 2 ） 2017年特集の企画
第5回設備分科会
8 月31日（水） 18：05～19：50
日本建築協会会議室

出席者　橋本幹事ほか 6 名
議　事（ 1 ） 設備の頁の企画
　　　（ 2 ） 2017年特集の企画
第5回法令分科会
8 月18日（木） 15：00～17：00
日本建築協会会議室
出席者　磯林幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）法令コーナーの企画
　　　（ 2 ）2016年特集の報告
第4回作品作風小委員会
8 月25日（木） 19：15～20：00
日本建築協会会議室
出席者　西田委員ほか 3 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定の報告
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4 ）その他

事業委員会
U-35小委員会「talk baton 10」
8 月26日（金） 19：00～21：00
プチ・エル
参加者　宮武委員ほか20名
ゲスト　前田裕佳
第 6 回U-35小委員会
8 月31日（水） 19：30～22：00
竹中工務店　会議室
出席者　興津リーダーほか 7 名
議　事（ 1 ）活動／予定
　　　（ 2 ）新メンバー自己紹介
　　　（ 3 ）次回予定

教育委員会
大阪府住まい・まちづくり普及協議会
第 5 回全体会議
8 月19日（金） 10：30～12：00
大阪建築会館会議室
報告・議題
（ 1 ）出前講座の実施について
（ 2 ）その他

100周年関連事業委員会
第 5 回10年委員会
8 月24日（水） 18：30～20：20 
日本建築協会会議室
出席者　設楽委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ）学生のための見学会
　　　（ 2 ） そぞろ歩く御堂筋　今後につ

いて

100周年記念事業委員会
第 5 回幹事会
常任理事会と合同開催。内容は常任理事会
と同じ。

講演会
『直感で理解する！構造設計の基本』出版
記念講演会
8 月 5 日（金） 18：00～20：10
TOTOテクニカルセンター大阪
講　師　山浦晋弘
参加者　64名

編集委員会（平成28年度）
■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　松本　眞一
　吉村　英祐
　米井　　寛
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
　下坂　浩和
　中辻　浩介
　野田　隆史
　東　　拓郎
△樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　今井　充彦
　川合　隆之
　工藤　理隆
△黒栁　　亮
　齊藤　　誠
　塚口　洋之
　ペリー史子
　間渕　一博
■構造分科会
　伊藤　栄治
　岡田　　健
　岸本　光平
　司馬　勢也
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　橋本　宗明
△宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　北野　勝也
　佐々木章二
　笹倉　　睦
　高村　　聡
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　藤原　謙一
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　東　　　琢
　木谷　在憲
　桜井　和男
　髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
△吉田　正友
■法令分科会
△磯林　雅之
　岡本　亮二
　黒川　正樹
　河野　　学
　小林　智成
■作品作風小委員会
　東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
▲加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　小山　　昭
　金築　　雄
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事
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東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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